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工業技術庁中突度量衡検定所

東京大学工学部計測器教室
特許第106344号

〃 119037号
〃144471号

。〃147313号
実用耗蕉第247854号

流体の種類を問わず(温度･粘
度｡流速･圧力等〕に関係なく器
差±0.5％以内の正確計量可能

‐

イラー給水復水用

料漁消費規整用

ンプ性能試験用

’
内外蓮商株式会識製作オ刊蝋雲工業揃会撤細f理店

東京都中央区銀座2の2電話京橋（56〕2130-49‘品川区束大崎1の545電話大崎“9〕2371
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印度向輪出船中型貨物船JAGGANGA(船主印度TheGreatEasternShippingCc%.）
臣＝■

中日本亜工業刺1戸造船所建造進水昭和灸年2月28日竣工昭和26年5月15日

,総噸数1,536T重量噸数1,971T垂線間長×型幅×型深･68'6×12.2×6ﾕ(米）
主機関中日本4サイクル単働ゾリッド｡インジエク.シヨン8シリンダー紬11lヂーゼル機関

(RoG・8)定格馬力1,000BHP,.260R･P･M速力（航海10.5節）舷級ロイド級
．－

100AI旅容2病（本文38頁参照）
ら
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回垂垂回塩化〆ﾁーﾙ式･ﾌﾚｵｿ式”アソモニア式・炭酸ガス式

船舶用冷凍機
急症冷>宗設備。糧食庫用
船室冷房用。冷藏貨物艫用

QQ

田 ホサフロー 株 式 會 趾
ウメダシンミテ

大阪市北厘祢田新造（『I新生命館内）・

電話緬島(45)：謡:蕊
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あまぞん丸（旭海迩KK)
日本前船秦ｴ案建造
進水昭和25年'2月12日
竣エ・昭和26年“3月30日
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垂線間長×型幅×型深
112.00×16.00×S.7j.<米〕

舗朧鯉極動式減速ダーピﾝ,蕊
缶繊山式バブコツク型2基，
定格馬力2,400r.p.m-
速力〔航フユ2節，〈最弾）14.80節一

螺蒋獺識艘蕊溌斜
心

Q_

、
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新造23米巡覗艇

すずなみLCL9n(海上保安庁）、
西日本重工長崎遥船所建造．
進水昭和25年12月18日

熱戦瀞鍋×‘…畔

１
１
１

一

主機関350馬力発動機2基
｡

捕鯨船第玉興南丸〔日本水産〕
日立造船因島工場建造‘

鶏鮮蛎鰐‘
船級・日本海事協会第3種漁船
満赦吃水3.80米

＝

垂船間長×幅×深
45.00米×8.20米×4.40米

主磯関膿職;蝉撫顔基ル
主壌関馬力.〔定格)1,800B.H・P.
速力〔最大）15.5節
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朝霧山丸〔中村汽艘〕、

西重広島造船所建造

進水昭和25年12月16日

竣エ昭和26年3月24日

賓格遠洋区第1級貨物船

船級AB.NK.

総噸数6,713.65'T

重量噸数9,525.54･T
～

純噸数4,678.76T。－

．奎長×垂線間長×幅×深

139.55×130.0×18,2×10.0(米〕

満倣吃水8.036米

速力〔航〕14.0節（最大〕1靱.85節

主溌関M・S・Diesel2cycle

馬力最大5,qOO(r.p.m.129)

定格4,700(r・p.m.125)

･蛍物容穣エ4,539.54立方米

旅客12名
‐

〆 ー
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南海丸〔名村汽船,

名村造船所建造

進水昭和25年12月12日

竣立昭和26月苓年26日

費格遠洋区第・1級貨物船

船級ABNK-

総噸数4,689.230噸

重避噸数ヤ,350噸

純噸数2,724.6'鴫、
垂線間長×巾×深

115600米×16.30米×9.00米

満載吃水7.350米

航海速力133/鋤

主機関二段減速装置附画動ダーピン1基

三胴式水管縦2基

軸馬力最大3,600HP,定格3,200HP

貨物容穣約10,600立方米

旅審設備1等2名

特殊設備煙管火災報知装侭

自動操縦装置

淡酸カス.蒸気7融装獺

＝
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垂線間長×巾×深165.0米×21.5米12.0米／

主磯関MANデーゼルエンヂン7,000馬力1基
速力〔定格〕ユ4.9節

油構船として現在日本で建造されている最大のも
ので，特に南氷洋の鯨油穂取の為，船首は曲斜型，
中間肋骨により補握し，耐氷構造となっている。構
造は溶接66％，波型隔壁の広範囲使用が特徴である。
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自動熔接機

"MARINE,"
TYPE

DECKWELDER

日本總代理店
．5

ANDREWWEIR&CO.

FAREASTLTD.

東京都千代田区丸〃内

三菱仲八号館

電話（23）1214

（24）4．209

近代的激断ﾉ必需岳｡｡｡……･自動熔穫機ハ
英國FUSARc就繁

M岨I刑WⅢ〃自
我国劃曾業二壼琶邇影‘杏界的僧秀ナル)陛能ｦ喜凱

一取扱販売会肚－－

9商株式會冠昭光商事株式書趾
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戦荷亜並．15,850.000睡
載貨油砿春秋18,000立方米

勝邦，丸（飯野海運）
日立鐙船向島工場改造

長×巾×深・
184.0米×20.0米×12.()米

船級BV.NK.

蒲工昭和26年2月22日
引渡昭和26年5月3日
総屯数．10,063.15噸
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載貨重量10,050睡
長×市×深′

129.9米×18.20米×11.1米
船級VB.NK..

第一大笥丸(旭汽船）
日立進船因島工場改造
蒲工昭和26年1月7日
引渡昭和26年4月"7日＝
総屯数7,211屯
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電話京橘（56）代表8681－8685 遮話（49）4679．1372
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東京。.丸ノ 内二丁目一二番地

大阪・阪神ピル別館．門司商船ビル札幌南三條

、

一

･製造種目・造船用厚鋼板く~ず》一般普通鋼鋼材･各種鋼管

「
１
１
‐
１
１
‐
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐

W』
‐一画 ■

百

口座更
ロ

q弓

皇

h

巳一
一

一
一
『
』

一
一
一
一
一
一
一

一
》
一
一

一
一取締役

砥・長 治平岡富

、 ’ 一 ＝

本載尼崎市中濱・新田
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セト電気熔接棒

轟脂株式含社日永猫
畠

本祗

支店

東京都

大阪

中央匡日本橋通一ノ.九（､白木屋ビル）

市北厘糸骨笠町四六（堂ピル）
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同 一動熔接に よる接手

熔接に於て熔け込み,康り肉並に母材に対する熱影響
を左右するものは通流と熔接の速庇であることは云うま、
でもない。更に熔接線が上り坂或は下り坂の傾斜をもっ
て居れば，熔けている金属の流動性によってその影響が
現われる。自動熔接に於ては之等の効果が一屑明かであ
る。‐

上り坂を熔接して進むときは，熔け込みは深くなり磯

り肉は低くな箭下り坂のときは熔け込みは浅くなり，
オーバラップが出易くなる。

之等の傾向を念頭に置いて作業する必要がある。電流

は一般に手熔接よりも大であるから熱影響の範囲も･大で
ある。

こ隆に示す写真では熱効果をうけた部分が明らかに見
られる。色の変っているのは700'OC再結晶点を超えて
から徐冷せ・られた部分で，結晶粒壬は改善されている。
多層熔接に於ては，先に熔接された屑の熔着金属も後

の屑の熱効果をうけている様である。熔接の速度が熔け
込みの範囲に与える影響もこの図を比べて天紙の概念鳶一
得られると思う。<ANDREWWEIR&CO.IZTD:~.
提供賓料より〕 １
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第3図一

：板厚6/8吋,1"1形接手,間隙'/s吋,心線ケーヂ
0番，猫流1000A難度蕊分･15吋，手働裏熔接術汚も

_一~－~‐．~＝‐‐や私君。…函｡
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． 第4図

':板庫?/8吋_21#V形接手,開先50｡･開先底部の厚
さI/3吋，心線ケーヂ2番，髄流650A及び800fA,速度
毎分5吋，手動裏熔接施行。

､

3第1･･図一一

板厚1'/2I'il･,5IFV型接手，開先40．間隙'/4吋，心線
ケーヂ2芥及0称，飛流800A及ユ000A速度毎分2吋
顯微鏡葛眞1はWelddepoSitの中心2はfusion

zOne3はplateである。
第5．図一一

：板厘1吋,2"I形接手，間隙5/3ji寸，
0番，砥流ユ000A,速度鋪ユ屑毎分12吋h
9吋。

心線ゲーヂ

第2屑毎分
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錆 12図．。

(上〕板厚3/9吋,1IWI形接手,佃隙]/8吋，心線ケー
ヂ2瀞，識流750A,迩摩毎分12吋。

〔下〕板厚ｴﾑ吋,1jWI形接手,IMIII隙3/16吋，心線ケー
ヂ2番，嘘流850A,速度毎分I0吋。

宮

＝ ー 1 1

、鋪6‐図

：板厚11/JIJ,4腎X形接識-.雌噌βQP!腿遥底部の厚
さ'/創'寸,心隷ケーヂ2稲'髄締駒趣緬{ﾂ鶴謹陵毎分2吋 ’
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船橋‘模移装工事の新′例

船首や,船尾を新に作って渠中で接合する工事は左程珍部構造物の変形を防ぐための支持架構,船体の方では荷重
らしくはないし，我国にも幾多の例がある。その様な場合の局部的な負担を生ずるので之が対錐，並に重承の移動に

新じぃ部分瞬起重職で取扱うか或は水上に浮べて移動する伴って両紹共夫々に前後左右の傾斜と吃水の変化を生ずる
赤,鼓に500噸に及ぶ船橋楼を木製の軌道の上をｺﾛで通ことの対策の外に船橋楼が移動しrている間に両船相互の位
んで他の船に移装,した珍ぢしい例がある。工事を行ったの置が決して動かぬやうにする髄重な注意が必要である。
ば米国のFloridaのGibbsCorpOratfon,船は元来C二3貨詳細な資料は得られないが，凡そ図に示じた様な仕掛が

物船で実海軍の誰迭室母になって居たAtheling,之が再用いられている｡船橋楼下部の支持架構は,巡洋艦の進水
び貨物船に改造されるに当り，50万ドルの新造饗を要する台の船尾のあたり．を想像すればよからう。この瀧造に12吋
船橋倭を新造する代りに，濠船Marina-C.-X=A型貨′角材木が120噸用いられたという。写真で見ると，匂口の
物船で,､磯雷に罹って瘻物となった一一の船橋楼をソツク当り面の上の側は鍛材｡下の側は秘ｵの様である。吃水は
り利用して半額以下の査用で済ませた次第である。水バランスで調整し,.両船の結合にはモネルメタル又は鋼
2隻の船を横付けして，相互に固定し,道板を設けて，・製の径2吋のボールド62本を用'い，ボールトには作業中ズ

構造物をコロにのぜて移す方法は陸上で家屋を移動する万ツト監覗者がついて居り，無理のない動きをするように,
法とソツクリであるが，数の少い軌道の上に支えられた_E作業中に孔を拡げたりした。両船の甲板の高さも連続して
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移動の総了した船橋倭
凸

取りさられた船橋楼のあと

理･棚自補機･門扉
骨･橋梁･ﾌに圧訣管営業種自鯉繕蕊

東北船渠株式薑耐
’

取締役職 長 金 森 太 郎

本牡塩釜市字杉ﾉ入表72ノ4電話740-噸主塲塩釜･頑島、
東京営業所東京丸ピル307号電話和田倉(20)4002.4003｡4004
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因に船橋楼をSub-assemblyと･して装備した実例は

Libertyship新造時の:150噸(Kaiser)一は周知の事であ

るが，戦時中米海軍で350噸の上部構造物をクレーンによ

って移装した実例がある由である。〔堀元美氏画〕

計測した。
､ヤ

作業は日没後に開始し,移動は数吋，数蝿数ヤードと
漣卜，4時間を饗して70沢を移動した。動力については
明かでないが恐らく電動ウインチであらう。
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船 ・体一溶接構造圖集へ

一

2,000噸級巡罹船前部
一下甲板上プロク

幅・前端28;－0;'後端.30'－6(′
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三井 、P.CP。三井PC!P-Na
ペンタクロールフェノール〔以下POPと略嗣L叢す)及びペンタクロールフェノール・ナト〃ウム藍（以下POP-NILと

略露します）は防腐､.防敵、殺菌剤として他に比預のな･防密効力をもち防寓湿理に上って品物を汚墳ずることなく、必要
に悪じて虚理濟みの木材にペイント塗装が自由i二行える特長をもって居りま灸､又一度腿理寸司れば、POP及びPOP-NIL・土
熱ご對しても又化謬狗にも安定な物質でありますから．永く防奮幼力な県つこと瀕できま-ｳ冒b'#
POP及びPOP-NKblj近年米國に於てモジサントケミカル曾祗”ダウケミカル曾祗等に於C企業化され、木材の防腐、白

蛾D蕊溌予防に盛に使用されて居り･篭すbこの他にペイント、皮革、綴准、パルプ，穏刷､､デキス｝リン、カゼイン、ラテ
ッ ク ス 等 の防腐､､防餓剤としても使用されて屠りま魂／
木材建造物の湧朽を防ぎ賢重な本材寳瀕を有効に使用する罰勅堤も望髪れる所であるに鑑み､今回

籠難瀞職一噸｡｡三緬鰯…・騨吐に於てこれ
騨吐の製品に

I

‘
空

、

ペンタクロールフェノール及びそのナトリウム盛の用溌と使用法

（イ〕木材防腐用震れには全て三井POPNb.1又は三井PCPNo.2を5%言有す｡る石油溜牙溶液香梗用し茨ずo三井POP

霞警憾議認識穏鰯灘霧認識鰯霧熱溌i繼識鰯溌鮮
益鶏姦鱗鰯罐醗麓撫謹?蕊畷ゐ繕累､木憾~石iCeg5%PCP石細溶imW27kg(POP
虚 理法ノ

(1)加唾注入法三井PUPENo､1廼土三井POP-No.2の5%溶液の注入蹟は木材1石富b27kg,職二高嘱地では38k
．g､橘梁用材には45-54kgで霜全な防腐が出來まず。、

(2)熱冷液浸侭法予め閲又は天日で乾燥Lた木材を三井POPg-No,1三井|POP-No､2の;5-%熱溶液に浸し液を木材中
に謬透させ､次に冷摺液樹iこ移すか､野まそのまL熱溶液の冷えるまで浸けて題きますb藥液の使用鼠も加躍注入法の場合
と同際でありますb.，′

‐（3）冷液浸漬法永跡を充分乾燥ざせ亡おく必要鵠あり、出来hぽ水分が20-30％となる迄乾興して･下さしb浸漬時間
は木材の諏演、密度、厚さ、便用目的にxって異りますが、通常ペニヤ板、合板等の場合は3．分以内、地上で使用するも、

篭謎難･謬薙籠鶴羅麓鵠灘蝿畷繁蕊氣の参､湿終使哨するも“30分乃至鯉篤
（4）塗布法塗布は少<J-も二回以上繰返す必要があり主すb藥液は木材表面1平方米につき0.4-0.5kg御使用

下さし.､。

．．(5)噴霧法塗砺法と同じ目的に用い、藥鴻か使用獄も同既であり霞すbこの場合も矢狼b噴霧した後一腱乾燥し
てから燦返L噴露する必要があります~b,

（ロ）木材露色｡防止木防は製材後の鰯送及び保存期間中に爾盈の菌により璽色L･で詮にけ腐朽L-L宋寵すが.､これを
防止するにしま三井EOP燕拠.の0.7ー0.85%水溶瞬ご浸し延引上げるだけで充分であります。三井POP奴凡の使用鐡士木材
一石富b大体30-40g(三井POP-NnLLて)程奨でありますb

（ハ）粘質物及び藻頑の防止三井POP-N凪の使用融士0,0001-0,0003%で充分でありま-j~b.
（二〕倭看剤の防寓げ防繊Cこの場合には三井POPNb､1，三深OPNo.2又は三井POP､到凪を用い茨す）
デキストリン､擬粉、パルプ､紙､。・ﾑ、カゼイ‘ﾝ、ラテックス、ペイントの防腐防徽用に､三井POPNO.1三井POP

No．2又は三井PCEdN恥を混入Lますと.少量で濟み經濟的である上に接曹力を低下させたり、愛質させたIする心配があ
りません。

三井POPNo.1、三井POPNo.2、三井POP-Nnの使用職物に依って異ります鏡､溌獅には02125-0,5%、デキスト
リンは0,1-1,0％、カゼインには1％、乾燥膠健は0,25％用し班ぼ充分でありますb，

1

、

～

一

木材‘鯉材後大体24時間以上放圃すると､木材の避卿に或る窟の繭ガ燦磧L始め職邊中叉は保存期間中に暗色の汚染を、’｜

鵠撫蕊懸瀞蝋騨;繍懸繍雛簡鰡繍籍溌鶴副騨雛難
大体木材石當b80-40kg(三井POP-N&L)程灌でありますb
先ず女ンｸ又けﾗﾑ鋤こ三井POP-恥の0,7-0,85%(三井POP-N!Lﾔー8,5Kgi逗對し〃di00okg)の水溶液寄作b、－

この水溶液を入れた棚中緯本職を1”泣澗,ﾅて引上げまれ之で木材の予鮒防腐は完全であります｡然L特に長期薊に亘る
保存、多嘱等極更に條件哩悪も場合には遜哩木材紘未虚理木材と別にして、頚の流通を良くL、直倭雨露に曝さなし標、
澱をしておく必要があります｡‘．｜｜
筒個登の場合につし＜疑問の鰯がありまLた時は直護弊蹴にお問合せ下さい。．‐〔説明謡崖旱］

三井化學工業株式會祗
本店東京都中央厘日本権室町二ノー営業所東京｡大阪｡名古屋｡稲岡･仙台｡札幌
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・ …ベルジヤ溝の石油輪出港．．.、

（本文4’頁参照)ズ．．．、箒.．，
具．．ｰ、．．:氏．．‘.，．．

此の港の夏季の暑熱はペルシア湾第深50-沢の所にあり，繋留浮標と本船･･(1)Iran、．..‐._：．．．‐

一であるといわれている6．・・・錨で繋留され海底管で稜込まれる．油
(a)Abadan港…． (b)Mashur･ 槽船穣荷,繋留施設は聯蝉分あり
ぺﾙｼｱ湾の奥古代文化発群地としA6adai港の東方約50ﾏｲ．ﾙ小湾筒増築中であるといぶ｡

て有名なTigris及Euphrates両大穴の奥に位しでいる｡張遊庇の蹴一了.“・‐．．＝′“…〆、．．‐・
河の合流点附近,河口よ･り約40浬上のAghaJari油田より48マイル,.%20..､.(.3).SaudiArabia-Bghre鉦…

流にある古湖潅でべﾙｼｱ湾湾口よ－"吋のバｲブﾗｲﾝ(I聯…0,…此の地区(""iA"i"!
り約捌浬であ港bnngr｡.IraniajiOO5パﾚﾙ),貯油所及穣出設備が完成CO.とBahreinPetrolemnCo.〕の
OilCoSのAbadan精油所及貯油所し原汕の穣出が行われている｡､原油,精製油，その他の石油製品ほ
が出来ており此の国の精迦油及び原油一‘・Rag:Tanura及密|ahreinの両港より
は最近迄殆んど至部が此の港から剛(2)Kuwait!〆．．，‐パイ鉱ﾗｲﾝ《で関卿を保ち乍ら稜出ざ
､されていた。此の国には精油所はなく専ら原油をれている,戦時中大いI割噸認穂合

繊蝋繊雛鱸謹蝋琴濟巽鶏撫灘灘轆駕撫瀦蒙雲
することが出来る｡河口の溌職細所と積出設備があり,彪大な埋藏量の、現在もペル”蹴敵の燕油槽船
るRookaChaimもrの深さば天型油槽開発につれて原油獄出港としての設備の出入は釆国痴此の両趣こ限られて
鼎α吃水に応tて淡喋中てあるがら昔とその地位も急速に向上しつつある。いる,輌港繩ら概況を述べれば．
日ゐよ弓に河口錨地で艀より再祇取りペルシア湾口より約490浬あり,油糟。夏季"､''9"は炎暑甚だしく
満船の必要ほ近く滋なるであらう。船の泊地は距岸4,500沢〔約3A浬〕水点麺雨鋸.7.》顎与狽,貞､｡c非総身悪罵〆

､.(､3).SaudiArabia-BahreihI...
OG｡。。l＝

此の地区(ArabianAmericanOil
。．芳し“－－、J61

Co.とBahreinPetrolemnCo.〕の

原油,精製油，その他の石油製品ほ
Rag:Tanura及密|ahreinの両港より

パイヵイ海関卿を保ち乍ら稜出ざ。
れている,戦時中大いI割噸認穂合う

譲霞麓難藤麓瀦蒙雲
現在もペル”蹴敵の燕油槽船・
の出入は釆国痴此の両趣こ限られて
いる,輌港繩ら概況を述べれば．
○夏季"f､''9"は炎暑甚だしく‐

暴露甲板でほ気温伽｡cを超えるこど”
も稀れで‘なく昼夜鹸温差も極めて少
坤叉湿気は琴いが降雨は殆んどな､
不健康地であるが蚊は全く見られない

現職人の言を備りれば44Sand,OiLI･

鶏獣難撫鱗鑿密
演出設備が氷英人指導の下に現地人を
令､巴f存や･ヂ

混えて盛んに活動しているのは將に世

紀の偉観である。

イ,○低平な陸地であるため風に対して
謹厳されて居らず，ベルシズ湾持右の

Shamal(往往風趨|30米以EEとなる，

と称する突風に暴露されるので狸潮流〃
SandStormと共に航泊を油ばず厳重

な警戒が必要である。このため接岸時

は操縦上の見地より6時間以内jこ排出

じ得るCleanSeaBallastに里る適当

な入港吃水（大型船で前部12沢後部18

沢位〕を要求されろ。

○GreatPearlhankの糞珠其他の
漁深保護のためDirtyballast其他の

汚水は外海に於て(RagTanura港則
では束径52．以東,Bahrein港則極

は距岸50浬以外〕船外に排出すべき
ことを規定されている8‘

○桟橘繋留中は何時にても直ちに磯
関を職用し得る如槻定されている8
.このこめ機関修酬譜邇藏爾後錨噸こ
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間腕海の方が寧ろ容易であるといわれ
ている。錨地迄は昼夜を問わず氷港出

来,潮時によって接岸時刻が決定され
る氷昼夜共接岸直ちに蔽荷が開始さ
れ,船待も少いので一般にBahrein
よ‘り･碇泊時間は多い｡（日本油槽船の
当港に於ける荷役報告に,よれば約

15,000トンの瀕荷を僅か6時間で完了

している)。．、

当港では船長,様関長の外一般船員
も休義のためSEameriS'.C1Ub.迄王陸
を許可されている。

.(a)RasiTa"ra港・‐

此の港は次の3つの略図によって分

る通り同名の岬の先端外側に在り,

ArsbianAmericanOilCO.の積出施
一 、 タ ゥ

設として大型油槽船検附け可能の桟橋

2基をもうている。‐

入港に当ってはBahreinLight

Sfiip経由が完全確実であり,No．，

Beaconを発見すれば次々 と続く
BeacOnにより入港は容易であIj"夜

於て実施される。

○出入港手続並に荷役の手配は適
延-．Fイ

切,･迅速に軍運ばれ油槽船穣荷能力は

山000～5ｼ000トン順調な場合は一昼夜

以内で出呪し得る。、，
○修理は椿油工場に依託し得る簡単

なもの以外不可能そある6、

各種の油類は補給可能であるが其他

の補給施設は完備していない。亦清水

も鐇水にば不適である。病院識;は完
備してゐるから依頼し得る。

守

(b).Bahrein港一

当港はBahrein島の附属島である

Sitra島餓が淡路島位)束岸にあり，

GreatPearlBankのReefで囲まれ

た湾入に施設されBahfeinPetroleuni

CO.･の経営する所である｡：

入港に当っては必ずBahreinLight

Shipを確認するを要じ，之を職認ず

れば錨地までは夜間でも･入港するごと
が出来る｡樫織留は昼間のみ行われ
戦時中建設されたNeWwhaffの澱
荷能は極めて大きい｡、

当港詳細は別図の通りで、

LoadingWharfNo.1orOld

Wharfは戦前よりあり,主として
重油撤裁に使用されて居る。・

LoadingWharfNo:2orNewl．"‐

RASTANURAHARBUR

認
、
。
○
ｔ

1

幸

咄
．
、
、
‐

I

息

'of"
、

一

L

b

Wharfは重油以外の搬識並に箱入，
罐入の石油製品の稜出に使用され；
Sitra島への自動車道路を通じ,塞
湾，荷役関係の事務所'艀荷揚場

－

a

5↑‘n5

小艇繋留場所等が設けられている。

従って此のWharfには油糟船と蕊｜物船が並んで荷役をしている．DEML,OFMOORING

錨地は湾入の北側力;好適であり，
油槽船の先船待，修理，手仕舞並娼
貨物船の荷役（石油製品以外の稜揚
荷）に使用される。

此の港では船長，磯関長の船務上陸
の外一般の上陸は許可されない｡(日本ザ

油槽船株式会祇賓料〕
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己

一

Iも

一五月のニュース解読一

イランの石油問題が情勢を一転させ

たからです。

英国はイラン問題が重大化するに

つれ，対日講和条約案に対する米国

側の意見に同調する態度を示めしま

した。このため，日本の造錯能力と

商船隊に関する制限を前のように彊
く主張し､なくなりました。

そこで，日本の商船隊再建は，速

力，船の大きさ，繕数等は，日本経

済が必要とする範囲内で自由が認め

られることになりましたし，遥総能

力も現在の能力を保有することが大

体出来るという見透しになりました

こうなると，日本は造譜も海運も，

先月まで計画実施しようとして来た

政鑛をそのまま進めることに努力す

ればよいことになります。

然るにその計画実施面に，種々な

問題が生じて来ました。それは物価

変動による造艦単価の値上りです。

第7次の造船前期分28隻20万総ト．

ンのトン当り建造単価は，公募の際
ロ

11万6千円でありましたが，その後

の銅材値上りで，ユ2万2千円狸と改

訂されました。そのため約13億円の

新規建造資金が必要になったので

す。それだのに政府はこの必要黄金
に対する融賓は全然行わない方針を

とっていますから，黄金は全額が船

主の負担になって来ます。
．ところが新證に対する見返蚕金は

トン当り5万円が融賓されるだけな
ので，船主は公募虐応ずる際，市中
銀行から種き集めるようにして自己
鯛逹分の新造融賓を受けた程ですか
ら，今また値上りに対する賓金の融
賓を急に碓保することは出来ませ
ん。そうなると造船所側も蒜工期日
を延ばさねばならぬでしょう。
それからまた，7次船の契約は鋼

材については艘主がスライドして負
担することになっているが，負担能
力のない船主には，造溌所がその一
部を負担しなければならないことに

－25－

なるので，そうなると造船所の赤字

は免れないでしょうbすでに遥鑛所
側は5次，6次いずれ.もユ割近い赤
字になっているし，7次についても
穫関に例をとると，契約価格に織込
まれたターピンユ馬力千円が現在は1

万円を越えているし，ディーゼルは

馬力2万2千円だったのが，2万s千円
を超えているので，たとえ鋼材をス
ライドしても，赤字は避けられぬと

見られますから，紹主と広間に多く

のトラブルが起ることは想像に難く
ないのです。

なお総価改訂の原因となった鋼材

価額は造船所側と八幡製鉄，日本鋼

管，富士製鉄‐川崎製鉄の4耐間を

石川経団連会長と迩識省であっせん

した結果，4～6月はﾕ2ミリ5×20

銅板トシ当り4万9千円に落ちつく

ことになって，この価格を基に船体

ぎ装，楼関用鋼材の価額を算出する

筈だが，その平均鋼材価格はトン当

り5万2千円となります。従って20
万総トン新造のための所要鋼材は約

ユ3万トンですから，これに要する新

規黄金はﾕ3億円となる訳です。

これ等の賓金が，船主と造船所に

スムースに融通されねば，第7亥建

造ははかどらぬと思われます。殊に

いけないのは6月以後における鋼材

価格に対し製鉄所側が更に値上げを

要求していることです。こうなると

新造工事はいつ何処で中止を見るか

も知れません。、ノ

ところが運職省は第7次造船の既

定計画に基いて第7亥船後期分の賠

主公募を，ユ0月頃行う選定で，その
準術に着手しました。

公募方針は，船価をドン当りﾕ2万
5千円とし,その5割を見返り賓金か

ら融蚕する。残りは船主の自己負担

である。このため見返り賓金の増額
が必要となるので，それを総司令部
へ懇請するが，それが出来ぬ場合は
溌定建造･トン数20万総トンを7，8：

；
五月のニュース解読

１
１

吉田精顕

5月に入って，我海運の問題は，

第6，第7次造紹の新造確保とし､う

具体的な動きと，鰯證量増加による

船腹の急速な拡充対策をどうするか

の課題に柊始するだろうと思われ

た。ところが，対日講和に対する米
／

国の動きや，蓮合国側の希望が，早

期締結をなそうとする室気が狸くな

って来たので，問題は対日認和の成
立を目標とした海運問題に転換した

観があります。

例えば4月末から米国政府部内で

討議された日本海蓮と造船能力の制

限に関する問題は英国蓮邦の要求と．
′して，米国も同意しなければなられ

いかも知れないというような話が報

ぜられ，日本海蓮業者を悲観させま､
した。

だが講和条約の草案に努力してい

るダレス特使は，このような制限に

は掻く反対しているとも報ぜられ，

海運界は一憂一喜の有様でした。

ところが，安全保障の観点から,，

日本の造船能力を制限しようとする

英国と，それは無意味だと主張する

ダレス氏との意見の対立は，米国側

が従来の態度を幾分修正することも

出来るだろうとお茶を濁したので，
、英国側の謹硬な態度を緩和するこ

とになったといわれてぃ淘・
すると，日本海蓮と造総に対する

ダレス氏の考えは，修正されること
になりますが，そうなっては，日本
は海運による経済復興に大きな支障
を来たすというので，修正の程度に唖
強い関心が注がれま･した｡，しかし，
これ‘も杷憂にすぎなかったようです
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万トン減らし，13，4万トンに縮'1、
するというのです。
こんなことになると，外洋謡の不

足補充はそれだけ少<なって,鐵迭
経済の穰点から甚だ遥耀に堪えない
ということになり，殻腹補充に何等
かの新手を考えねばなりません。
しかし，船腹補充といえば，新造

が第一，次ぎが沈懇の引揚げ,外国
雛の瞬入，外船の用総と打つ手は
限られている上に，新造は既に述べ
,た通り見壷しが悪くなったのですか
ら，次ぎに打つ手は沈船の引揚げで
すが，海の中に沈んだ船を役立てよ
うというのは手入れに時日がかかっ
て急に問に合う品物ではありません
し，不良謡の改造も亦同様の困難が
ある,とすれば，残るところは外国船
の購入と用恕だけです。
ところが外国般の購入ぱ日本商船

隊を弱化させるという理由で，総司
令部は反対の意志を表明しています
し，外国殻の用鉛も，米国のリバテ
イ懇を対象としての話は，実現が困
灘だから，あきらめるよう&こと，こ
れまた総司令部経済科学局長マーカ
ツ｝少將から注意された以上’最早
やその望みは消えて経ったのであり
ます。

殊に今回のマーカツト局長の日本
に対する勧告は，同局長が総司令部
の経済使節として米国へ赴き’1ケ
月の滞在の結果をもたらされたもの
であるだけに，これは訣定的な性質
をもつものと解さねばなりません。
マ局長の勧告内容は，日本が講和

条約を締ぶために必要な経済態勢の
確立を全般的に述ぺたものですが’
その中で，海運に就いては，現在日
本の船舶事精が窮屈なことは米国で
も一般に知られている。従って米国
は海運の面で日本を差別特認するこ
とはない。米国が反対するのは，戦
前日本が行ったような海遜のダンピ
ング再現だけである。もし日本が正

＆

ウ

当な海浬政策を示めせば，この上な

く有盆であろうというのであります
また米国のけ､謡をチャーターす

る事は厳重な国内法の制限があるか

ら，日本はこのけい緒に望みを掛け
るより，他の解決罐を考えた方が実

際的だというのです。
事こ.こに至っては，先月計画され

た日本海邇使節団の米国派遁は意味

が無くならざるを得ません。そこで

5月下旬派遼を決定し，人淫まで行
った使節団の編成は誤破弊となりま

した。かくて日本の海運政策は新造

と買般の併用に重点を置くことに再

決定を見，運域省はその具体案を練
り始めました。その内容は次ぎの通

りです。

「新造船については，7次後期分の

公募並びに蒲工を早い目に行い，艘

価の高騰による後期20万トンの黄金
鯉は，見返り黄金の躍額を要認して
遜定遼を完遂する。

買錯の方は，各期に買入れ，譲定
トン数や外貨蕊算は組まず，固々 の
買船申請だけを審査して許可し’外
寅は愁備金から許可する垣だが円黄
金については一切融賓のあっせんを
行わず，買鑛主の自己誠逹にまかせ
る」というのです。
しかし，この案は，先に外国船の

購入を日本商艘隊の弱化として拒否
した経司令部がどの程度まで認める
でしょうか。ここに大きな疑問があ

ります。従って総司令部の承認を得
られそうなのは，第7次新造後期分
20万トンを確保するため鉄鋼値上り
分の賓金増額に止まるのではありま
すまいか。時も時，英国船会祇,ジャ
ーディン。マディソンの極東総支配

人のジョン。ケズウイツク氏が香港

赴任の途次，米国から日本に立ちよ

り日本の海運問題について，謡和条

約で日本の造艘能力を制限する必要

はないが，船舶の総保有量に天井を

設ける必要はあるといった事は，注

．－－26．一一一

一一

目すべきでしょう。米国においても

蓮合諸国においても，日本海識，総
遼を無制限に拡大させることは好ん
でいませんし，ダレス氏もこの点は

含みある表現を繰り返しているから

です。また日本としても，経済自立

と発展の程度に応じた商船隊の保有

以上は望まないでしょう。望んでも

それは確保し難いからであります。

日.本は経済方に応じた商離量保有を

望むと共に経済力の発展に即応した

数通をスライド的に増加する方式を

希望していることは確です。

以上のような動きの中5月には更

に造艦,港湾,総員の各労組が賃上げ

の運動を行ったことが目立ちました

港湾は榊戸港がストを行ったのを始

め，他港にもそれが波及しそうにな

りましたが，鐘上げ2割狸で安協が
つき平静化したのは幸いです。

しかし海員組合の給料5割5分増額
要求は’紹主協会側が2割5分以上の
賃上げを鉦紹しましたので，繪極中
労委にもち込まれました。ところ
が，中労委は1ケ月に亘る審議の未
労養双方の髪結点とし:ての賞金ペニ

スならびに総員の職種別による最低
賃金制という画期的な賃金体系を作
成し，これを労賓双方に示めし，受
諾するよう勧告しました。

中労委案がそのまま実施されます
と，現行の1万600円ベースは1万4千
700円程度に改まり，39％のベース
アップになります。

兎に角，日本船運賃のダンピング

は船員の低賃金によると見倣されて

いる従来の印象を拭い去るためにも

船員の待遇改善は，講和条約を前に

して緊急な事でありましょう。

造船面の労働問題も同様です｡そ
こで現在最も掻く要求されるのは国

際価格を基準とした物価対策の実施

で，これが現在関係識者のもつとも

憂慮しているところであります。
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世界の船舶建造状況功

ロイド調査1950年次報告

松尾 進

この報告は1950年中に進水した総噸数ﾕ00噸以上の鋼
船を集計したものである。よって1950年中に竣工した

雛舶もあるし，’950年末に織装中のものもある。
補助媛関を備えた帆譜はその磯関の種類により汽船又

は発動磯船に含めて計擁してある。1941年以降は帆船
及び無動力船を集計中に含めていない。

I英本國
（この報告では北アイルランドを含む）

1．進水船舶の聴計

1950年中に英本国において275隻1,324,570G/Tの商
船〔即ち，汽船124隻527,753G/Tと発動穫船151隻
796,812G/T)が進水した。その他に.無動力船が62隻
14,197G/T進水している。

このユ950年の進水船舶噸数をユ949年と比較して見
ると5『,103G/T増加している。更にユ931年以降各年
毎に英本国で進水した船舶の総噸数及びそれらが全世界
進水船舶総噸數に占める割合を示すと次の表の邇りであ

4

る 。，

年次繼水愛簾瀞年次進水愛離瀞
1000G/Tる百分率1000G/Tる百分率

各造船工業地域におけるﾕ950年の進水総数,,及び前年

に対する増減を比較すれば次の通りである。

地域1950年進水高前年に対する増減

Clyde 438,347G/T(+4,3E4)

Tvne 206,501〔-11,470〕

Wear.191,418<+10.310)

Tees ユ41,037〔＋8,995〕

Belfastl30,720(+33,584)

Mersey 66，703 〔＋9,540〕

R2rrOW 59,634〔＋23,194〕

3，進水船舶の大きさ

1950年中に進水した雛舶のうち15,000G/T.を超える

ものは亥に示す14隻である。，
鋸名総噸数建造地

◎S｡S."Oronsay"28,500G/I、Barrow

"M.S・〃JuanPeron"22,000Belfast

"S.S･〃Velutina'〃18,619Wallsend

Verena"18,612Belfast鶚SS．〃Verena〃Belfast

Volsella"18,605Birkenhead.鄙S,S・〃Volsella"Birkenhead、

%S.S."British
Menture"18,500Barrow

Ruahine"18,500CIydebaIikM・S．〃Ruahine〃CIydebank

¥M.S."Credor16,400Newcastle

Bolette"16.394Belfast.器M・S．〃Bolette〃Belfast・

S.S."Provence"16,100NewcastleS.S･〃Provence〃Newcastle

Haverton.
鶚M・S･ゲMagwa" 16，050

Hill-On-TeeS
鵜M.S."H.M.

Wiangell"16,027"
fM.S.〃HoeghArrow〃ユ5,083SUnderland

ユ5,00OS.S."Kenya〃、Whiteinch

註◎印は鯨工般，無印は油槽船を示す。

10,000G/T以上15,000G/T未満の船舶は汽船8隻

1

｜

’

1931502〔31.1)％ユ941ユ,186％

32188〔25.8）421，271

33ユ33〔27.2〕43I,137

3446 0“ 7.5〕坐919

35499（38.3〕45894

36856“0.4〕461，ｴ型〔53.0）

37921〈謹.2〕471，ﾕ93（56.7〕

381，030〔34.0〕481，176（50.9〕

39630．491，267〔40.5〕

“84355ユ,3 2 5 〔 薮 . 9 〕

1”0年の進沢頓数は1,932,000G/Tでこれは全世界
、

申

進水高に対して58％に当る。1919年から1930,年に到発動磯船ﾕ5隻であり,8,000G/T以上ユ0,000G/T未満
る12年間の年間平均進水噸数は1,311,000G/Tでこの船舶は汽諾1理発動鯛贈28隻である。
れは同年間の全世界平均進水高に対して41.1％である。 進水船舶の平均総噸数は19“年は3,960G/Tであつ
2．英本園内圭要地域の進水噸数 たが1950年は4,820G/Tに増加した。これは49年に鮫

－27－

込

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｕ
Ｐ
Ⅱ
Ｂ
Ｏ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
ｕ
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

b

＝ =＝

ｰ

ザ
■



一船の科学一
一

塁2 誉曾菖譽當曾菖
雰
謡
一

『

画

〆

線

』

】

ご

向
い
典
ロ
唖
一
Ｈ
】

《
一 一

浬
一

や
画
一
一

ｰｰ

冒 営
』
一
団
一
一

一
｝
『
画
一曽昌 誤

一 畠
1915＃

'9161

1917

19181

1919

1920

1021

1222

1923

1924

1926

'1926

1927

1928

11029

‘1930

:1931

1，"2

'1938

11934

1”6

11936

卜1”7

11"8

11939

'1940

1941

I942

I943

I9“

1945

1346

1947

11948

il949

|1950

〃〃

’
一

聾

~~ー =芦

Ｉ

の
”
。
、
ゆ
目
ｏ
ｚ
ｚ
診
の
固
○
旬
、
弓
固
涯
舅
同
舞
い
芦
ｚ
ご
冨
○
目
○
弓
窃
国
弓
の
ド
ン
己
君
。
西
国
ご
鈩
乏
己

~～~～

L

l

l

、

、 オ918
－

…1｡｡。
”19

､､l.
1、

三岸’
－1－串

｜‐、
赫

戸

◎ＣＯ１
１

５４〕７Ｐ
興
浬
ｂ
Ｏ
ｏ

０
■
■
□

L皇
戸ー宇 ’

1｜|’ ’弓＝

’
’ １

１
１
１

I
＜

強
一
参

苧

四
二

＝ 墓
百
○
再
三
目
。
ｐ
口
画
境
ｃ
ｏ
ｏ
巳
包
ｃ
ｇ
ａ
舞
画
回
○
旨
糧
ロ
ロ
ダ
ニ
骨
匡
○
彊
阜
凹
詞
の
盟
黒
月

月
喝
一
員
旨
配
吻
皇
体
言
ロ
●
冑
名
呈
邑
．

１

同
色
巨
画
呂
呂
旨
。
呂
罵
切
二
属
旨
影
冨
◎
再
冒
日
毎
の
旨
口
且

Ｆ
口
匡
ロ
。
固
の
邑
畦
ロ
一
宮
①
二
コ
○
『
旨

、

ｰー ‐
ｰ

1

1 ﾐ曹冨割’~～~－
~~

’
、

、

、

!‐
､

－

塗ゞ
g

式 」
’

~＝ー

’一ｰｰー
ーー

1
グ

ク
ヂ

』 ＝つ

’〃〃

｜
｢－

、

函
蕊

自
ｆ
ｒ

ｒ
ｑ
０
七

○
詞
、
胄
扇
ｅ
○
零
増
伊
同
司
同
国
』
ｚ
ｐ
ｅ
Ｐ
シ
い
い
同
ロ
ゴ
臣
『
霞
Ｆ
Ｆ
Ｃ
臣
ご
唖
園
風
の
勗
罠
瞬
澆

恥
、~

I
I

､

~
や

、
~

ﾐﾆｴﾆ|－－

三 E
筐伝
i一＝

、

画
【
甲
『
卓
『
。

’ 狸
一

嚥
匡示干弱
’

’
一

’
－

＝＝－

ｌ
‐
！
《
苫
－

１
逢
宕

ｌ
篭
窒

Ｎ
寵

ｌ
ｇ
ｇ

ｌ
雪
望

ｌ
獣
９

１
麺
忍
・

一
Ⅲ
譽
。

一
‐
訓
Ⅷ
Ⅷ
一
一
註
画
一

－
１
１
１
１
』
》
画
一
一

一
ｈ

頑
ｒ
霞
っ

’
’
’
’
一
》
一
一
一

１
割
－

１
１
画
室

１
１
醗
一

l

l
L

、、
11

剖
酬
唾
弘
』
■
画

画
面
亭
減
胸
】

李
画
一
一§

－28－

１
１

I

』

一一一一ｺ 垂一一■一一一－ ー一



、
、

、

＝

一世界の船舶建造状況一

露
『
融
今
壷
唖

一
〃
辱
争
ロ
ト
マ
ョ

今
幻
冤
争
奎

垂
毎
銚
子
二
零
一

一

二
壷
エ
の
守
卓
『

饒
討
炉
二
一

一
一
弱
一
鐺
）
ズ

’
’
○
画

認
ロ
山
○
ｍ
ロ
ロ
停

車
》
曇
一

白
ご
畠
。
』Ｉ

’
’
１

唖
《
）
ヱ
ロ
ー
壼
弓
饒
芭
鈍
二

１
１

の
争
い
今
色
阜
曇１

麺
卿
寺
・
喝
『

酷
↓
ト
。
一
己
一
一
【
↓

和
二
》
。
隼
守
一
｛
三

畢
壷
善
阜
（

辱
唖
『
ぬ

霊
屋
色
。
鈴
型

哩
つ
屋
争
珪
一
《
琴
一
②
や

吟
写
》
◆
↑
轌
鈍
炉
『
一
．
鄙
②

二
唾

｛
《
一

色
和

容色ト
マ

ー
、
エ

琴
寺

今
・
一

【、－
字1【－

戸 一 一 一
具

缶
め
。
働
○
”
再
○
陰
ｇ
［
胃
ぐ
確
慣
”
画
闇
Ｈ
内
○
ｍ
馳
閂
口
鋤
由
鍵
Ｈ
Ｒ
ｐ
Ｒ
○
間
口
）

鶏
雲
噸
室
冨
ｐ
色
色
嵐
○
参
四
国
』
畠
。
画
題
。
ｚ
・
貴
豊
田
爵
』
ｚ
蘭
ご
鱈
国
麗

。
』
面
ロ
・
ロ
○
吟

三
さ
陰
宕

》
岸
露
】
画
面
Ｕ
串
口
角

錘
ｍ
・
醇
壺

師
【
９
函

つ
酌
当

い
ぬ
。
【

函
の
・
・

画
。
・
ぬ

”
唖
。
。

”
寺
・
寸

、
【
・
画

の
酌
。
ロ

ロ
ロ
．
鋪

亜
中
毎
“
の
画
？
卜
》
ぬ

西
辱
つ
画
。
敏
子
↑
醜

ロ
ロ
・
つ
ロ
ョ

『
唖
。
つ
一
一
の
一
寸
李
か

【
写
唖
【
’
一
『
ぬ
◎
。
辱
い
》

唖
。
》
が
”
ぬ

唾
守
の
伊
疹
》
ぬ

寺
や
マ
ー
ト
つ
［

②
【
『
韓
唖
唖

四
○
鍾
今
》
ぬ
戸

吟
》
、
《
つ
画
［

〔
垣
『
今
。
『

｜
・
の
寺
。
回
融
［

画

○
岳
唖
領
唖
動
き

む
か
ぬ
一
唖
画
寸
一
ぬ

り

銅
【
暉
．
守
忌

準
一
ぬ
ゅ
垣
の

貞
到
ｓ
ｏ
Ｐ

旬
動
○
函
寧

②
園
◎
吟

ぬ
か
函

唖
ぬ
く

一
エ
琶
式
産

一

。
唖
［

ぬ
唇
【

顧
唾

【
『

犀
唖

犀
α

辱
【

一
一
．
’
一
一
○
．
和
一
一
令
一

”
電

唖
蝕

一
一
琴
裁
『

一
・
①
。
。

’
＆

唖
回
｝

一
一
。
●
□

毎
『
一
一
●
二
参
唖
唖
《
ぬ
－
ぬ
印

［
一

◎
塵

習
○
飴
、
．
○
湾
ロ
ロ
ロ
弱
○
画
ロ
。
↑
。
。
》
一

切
ロ
嘩
吟

ｆ
負
。
○
温
涯
臼
画
潤
』
ぬ

零

圏
罵
窃
曽
冒
嵩

英
芭
エ

｛

一

一

）

一

｛

一

一

）

一

8二
■■■■

。
■

÷E

頃
尭
龍

頃
尭
露
一
罰

琶
エ
詞

今1垂
．
一
《
一
国
凸
卜

マ
ー
ト
ト
ニ
ゥ
芭
鈍

．
。
。
②
卜
鈍
一
睡
英
【

。
。
．
一
心
・
魂
齢
・
一

目
．
《
）
吟
鈍
缶
ゞ
寺
・
罰

。
・
舎
一
、
討
和
．
［
唾

“
・
・
こ
ぐ
鐸
一
訓
や
一

＝
○
滝
一
口
四
つ
開
○
画
ロ
。
↑

一
一
守
宗
邸
、
寺
郡
一

一 一（
｝
卜
嘩
ロ
（
）
マ
露

琶
壼
雲
や
｛
）
郡

（
｝
卜
嘩
ロ
（
）
マ
露

琶
壼
雲
や
｛
）
郡

色で今苓一【一
一今』吟－1－1，
“今、谷ユマ尋8＝
一●缶P●C

寺0－寺t､“‐
りつ唾一○詫会R
一毎，一胃

恥
一
一
庶
争
一

画
血
ユ

一
色
エ

ト
ー
こ
ぎ

恥
一
一
庶
争
一

画
血
ユ

一
色
エ

ト
ー
こ
ぎ

千
鍾
壺
■
罰

函
【
”
《
や
唖
容

千
鍾
壺
■
罰

函
【
”
《
や
唖
容

罰
『
守

一
二
い
凸
卜

三
寺
櫨

三
寺
櫨

宗
『
恥
守
。
碇
一
・

一
エ
一
一
一
《
）

宗
『
恥
守
。
碇
一
・

一
エ
一
一
一
《
）

一
’
宗
副
、
寺
郡
一

蚕
の
一
寸
『
『
雲
つ
画
垣

卜
酎

つ
い

卜
一

一
一
一

ｃ
一
一

・
マ

C
一

一

‐
1苞

一 寺唾一
・一 旦 宝

函
匡

竪
一

号芳唾．硬
ー ｡

号芳酎
一

C一
一

C一
一

寺＝－～ ．
ー

卜
酎

愚【
心
一

【
心
一

今＄今＄ 守
討
守
討

一
や
一
一

い
一

一

ロ
韓

？
◆
■

■
①
串

●
■
申

●
■
ｐ

凸

■

■

■

６

■

■

■

■

■

ｒ

ｂ

ｒ

Ｂ

０

ｃ

凸
■
■
■
■
Ⅱ
■
８
■
Ⅱ
Ⅱ
９
０
■
５

３
呂
画

目
饅

｡
。
。
。
』
鐸

I
○
霞”

“
画
詞
『
園
臼
、

呑
つ
む
今
寸
志
い
ざ

の今n
画 壷

嘩・唾
か“
唖司
喧

“‐
ぬ。

魂･匂
ト寺

“

‐一‐やI韓
壼‐〔＝ “ 4 つ
●～･谷＆”
←わの｡P

唖一画園9｡
－うり【～“

卓
【
や
ひ
で
翻

二
色
。
↑
二
嘩
再

罰
融
醗
。
ト

マ
駒
鈍
一
色

色
尹
討
参
◎
ぬ
寺僖白西国吟⑳

ｎ
画
○
四
①
四
回
○
臼

錘
唾
、
伊
軸
劉

韓
つ
○
重
【

」
●
や

一
色
｛

｜
炉
罰

ロ
［
ぬ
一
《
ヨ
ぐ
↑
。
陰

唾
翻

や
副
一

毎ｺ鯰＠コ毎今1
一
一宛

》
↑一

〔
酌 【～1－

雷
ユ
ロ
昌
言
営
塑

笥
ｇ
ｏ
ｏ
君
目
角

・
・
．
国
営
勢
』
弓
。

《
露
ろ
○
．
雪
匡
屋
ご
く

『
。
Ｐ
罠
騨
勇
司
壁
ｃ

⑳
堕
摩
罰
』
ぬ
。
画
員
同
ロ

。
。
．
・
・
・
坊
画
Ｑ
騨
燥
》
、

■
■
■
ｂ
■
中

淫
閂
ぐ
自
切

…
◇
尋
・
↑
劃
圏
Ｐ
国

Ｇ
ｐ
ｑ

宮
ぐ
○
ぬ
爵
饒
○
四

↑
。
浅
『
閏
○
四

Ｇ
由
甲

。
‘
ゞ
・
・
・
津
司
法
鐘
○
湾

。

。
？
。
・
・
．
崖
司
緯
ぐ
局

一

。
“
ｂ
ｏ
号
●
●

評
浬
呵
園
『

・
・
．
・
・
・
《
勇
ぐ
寓
目
国

：
．
特
渉
湾
く
劃
営
閏
①

．
。
。
・
・
．
雲
９
．
畠
画

。

…
・
・
・
口
雷
剣
寓
謁
『
国

申
■
領
》

闇
芦
国
両
潅
塑
口

・
・
．
、
Ｔ
、
‐
ぺ
崖
崎
侭
一
』

‐
・
・
・
も
。
嵩
ｐ
』
⑥
貞
掴
崖

ロ
ヨ
ロ
働

函
・
胸
幽
圃
詞
戸
。
。

国

Ｉ
Ｉ

、ELrIV睡凱瓦0KWOO

週曽mHH,－－，

、

I
■■ ■■ ■■■■■■■勺≠

一二｣守一GI＝｡一11

T言一丁

-べてよ'，大きな油桶鰡がより多く進水したためである。

4 ．油槽船193617.4194711.7

1,000G/T以下の'1,型油糟船を除いて,1950無中に58193715.71948250

隻6]4,003G/Tの油槽船〔即ち，汽船9隻122,947G/T173822.6194934.3

と発動磯船49隻491,030G/T)が進水した。これらの、195046.6
中には15,000G/T以上の進水船舶として前に掲げた鯨この比率が最高を示した記錐は1931年の48.5影であ
工船1隻と油槽船9隻及び10,000G/T以上ﾕ5,000G/Tつた･但しこの年の油槽船進水高は比鮫的少く242,222
未満の油糟詔，7隻が含まれている。どれら油糟紹の進G/Tであった。

5．その他の船舶永高のうち相当量〔全体の約40%)が進水飴舶の国籍の
例年の通り35隻の漁船，14隻の曳船，その他海峡邇獅に述べる通り外国籍船舶である。

:1,000G/T以下の油槽紺を含めて油禅普の進水高は続船，沿岸用河川用及び港内船舶や特殊用途の船舶等多
1950年の合計進水高の46.6％である。過去のこの比率数の船舶が進水した。その内10隻50,045G/Tは全溶

接船である。
〆

循次のようである。

年次百分率’卓次百分率．6．進水船舶の國籍
199415,0％194523.6％1950年に英本国で進水した船舶のうち，85隻坐0,651
四3510，2194627．2G/寵〈33.")が外国籍船〔即ち英本国からの轍出船－
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－ 諾の科学一

訳者註一〕になる。過去における外国籍船と英国籍譜と 1950年に進水した艘舶のうち15,000G/Tを超え蝿も

の比率は次のようになる。 のは次の26隻である。
全進水高に対 名総噸数年茨外国籍船船建造国する百分率

1934=46,757G/寵(10.2)%-MS｡"Augustlns" 25,000G/T，イタリー

･M・S．〃GiulioCesare"25,000"
193563,835＜12.8〕～

S.S."Constitution" 23'00oアメリカ合衆国193693,302〔10.9）、
S､S，〃IIrdpendence" 2 3 ， 0 0 0 〃

ス937124,342〔13.5）
〆

器M,S，〃Berenice" 20,000フランス
1938204,256〔19．8〕

jfS.S・〃AtlanticEngineer"19,500アメリカ合衆国
194518,274（2.0〕

帯S.S."AtlanticNavigator"16,498"
1946115,“7〔10.3〕

鵲S､S・〃AtlanticSeaman〃ユ9,498〃
1947380,153(31.7)

袷.S・〃Caperata" 17)897〃
ユ948虹0,056〃（34.9〕

器S､S."Caprella" 17，897〃
、1949522,102〔虹・2〕

"S.S.""Caprinus" 17，597〃
1950440,651．〔33.3〕

‐

器S､S・〃Capulus" 17，897〃
これら外国籍鰐の仕向国としてば

器S.S."O1ympicThunder〃17,722〃．
G/T G/T

ノールエー向139,212パナマ向23,973¥S.S・〃SovacCometヴ17,598"
アルゼンチン向69,726フラン真向20,911¥S.S."SovacDaylight"17,598"
オランダ向58,903スエーデン向19,599wfS.S."SovacRadiant〃ユ'7,598"

，英連邦向46,442ポルトガル向17,580sLS､S・〃EssoIJewYork'17,061"
祭S,S・〃FssoSantos" 17，061〃g

リベリヤ向24,729デンマーク向9，‘623
"S.S･〃PaUlPigott" 16，073〃

であり，この外に噸数は少いがベルギー，ブラジル，エ
器S､S・〃T・S・Petersen"16,073"

ジプト，アイスランド，ポーランド及びベネゼーラがあ
*S.S、〃A､N・Kernp" ユ6，071〃一

ろ。
祭S､S."AthollMcBean〃ユ6,071"

I英本国以外の國々 。fS.S."RobertWattMiller"tC,071〃
*M.S.〃'rankEnlpress〃15,797スエーデン〆

’1．進水船舶の総計
鵲M・S．〃TankEmperor"15,795"

葵本国以外の国々では合計”8隻2,168,306G/T(即
器S､S."BulktT･ader" 15,586アメリカ合衆国ち汽船186隻846,849G/Tと発動磯船552隻1,321,457
註篭印は油槽鍔を示す｡．

G/T)が進水した。この進水高には中華民国，ポーラン
X10,000G/T以上15,000G/T未満の船舶は汽紹13ド，ソビエット連邦を含んでいない。

隻，発動磯譜37隻であり,8,000G/T以上10,000GIT，2．主要造船國の進水噸数

英本国に次iJ･で世界の各国進水I笥及び1949･年との比較未満の錯舶は汽船3隻，発動磯船18隻である。一方
4,000G/T以上8,000G/T未満の船舶は汽船24隻，増減は次のようである。
発動磯瀦54隻である。

全世界進水高に
対する百分率国名進水高3．油槽船

アメリカ合衆国437,031G/T<-196.275)1,000G/T以下の小型油槽船を除いて,91隻965,244〔-196.275〕

日本347,945（＋199.971)G/T(即ち汽船30隻450,117G/Tと発動磯船61隻
．スエーデン347,8 9 2 (+24,793)515,127G/T)の油槽諾が進水した。このうちにはアメ

オランダ”8,118〔＋58,823）ウカ合衆国の351,071G/T,スエーデンの219,124G/T
（＋25,987〕一フランス180,846が含まれている。

〔．．……･〕ドイツ154,5 06上掲の一麗表でわか るように1隻は20,000G/記を超
〔＋39,356〕デンマークユ25,490える世界最大の油槽鋸であり，21隻は15,000G/T以上

、

イタリー107,464(+8,314)20,000G/T未満の油槽船である。

3．進水船舶の大きさ油槽船の進水高は英本国以外の各国で進水した合計噸

－32－－
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一世界の諾舶建造状況一

ユ950年の総進水高は97隻347,,45G/Tであって，

これは1949年に較べて199,9'71G/盃の増加である。
汽船は27隻ユ59,669G/垂であるが，殆んど全部油焚

でうち24隻155,174G/Tはタービン汽溌駆動である。

油梢濡は31隻120,403G/Tでユ000G/正､以上の油‘

槽船は19隻115,758G/Tである。このうち7隻は10,000

GIT以上で，この7隻だけが1950年中に日本で進水し

た10,000G/T以上の船となっている。

外国向獄出船は18隻83,W9G/Tである。

スエーデン

数の45.5％を占める。そして第3表を見てもわかるよ

うに，自国籍船に比べて外国籍船が大きく割合を占めて

いる。

4．進水船舶の國籍、

ユ950年中に英本国を除く全世界各国で進水した船舶の

うち,887,215G/T<全体の40.9%)が外国籍船である。

主な仕向国としては
ノールエー向307,747G/T(うち油糟船239,454G/T)

パナマ向ユ84,703G/T(全部油槽船).

リベリヤ向102,728G/T(うち油槽船95,947G/T)

等である。

次に外国籍船を大量に進水させた造船国及びその国の
全体の進永高に対して占める割合は
アメリカ合衆国275,852G/T(63.1%)

うち油槽鰭275,514G/T
スエーデン 259,154GIT(74.5%)2

うち油糟謡209,024G/T

オランダ130,171GIT(57.1%)
うち油槽船76,365G/'I，

等である。

5．主な造船函の概観

アメリカ合衆国

）

1950年中の総逢水高は63隻347,892G/Tであっ

て，1949年に較べて24,793G/盃の増加であり，この

国の最大進水高を記録した。

汽船はわずか7隻7,322G/Tにすぎない。

発動溌紹は56隻340,570G/Tで油糖諾全部を含んで

いる。ゐ

油槽船は24隻219,124G/Tでこの中には15,000G/T

以上の淵泊として前に掲げた2隻の大型油槽紹を含んで
いる。自国用1隻10,100.G/Tを除いては油槽船は全都

外国向輸醐船である。
8隻70,099G/T､の油槽艦を含めて22隻128,972

G/Tの進水船舶が全溶接溝造を採用した。

外国向論出船は坐隻259,154G/Tであって，これは
スエーデン総進水高の74.5％に当る。そのうち雪8隻
220,256G/Tはノールエー向であり，叉そのうち18"

177,549G/Tは油槽船である。
ヂ

オ ラン ダ
〆

ユ950年の総進水高はユ20隻228,118G/Tであって

1949年に較べて58,823G/Tの増加である。

汽船はわずか6隻23,858G/Tでこのうち2隻21,500

G/Tはタービン汽機駆動である。又この2隻21,500G/T

を含めて5¥23,663G/Tが油焚である。

発動溌艘は116隻204,260G/Tでこのうち10隻は
10,000G/T以上15,000G/T未満の紹舶である。一万

22隻は500G/T以上ユ,000G/T未満の船舶,62隻は

500G/T未満の船舶である。

油槽雛は9隻87,967G/Tで全部蕊助磯船である。そ

のうち4隻41,551G/Tは全溶接船である。8隻76,365

G/Tの油糟船は外国向瞬出船である。

外国向嫌出船は41隻130,1rlG/Tでこれはオラン

ダの総進水高の51.7％に当っている。この中にはノー

ルエー向6隻52.247G/T,アルゼンチナ向3隻35,266

G/Tが含まれている。

、

ﾕ950年の総進水高は51隻437,031G/Tであって,
1949年に綾べてユ96,275G/T減少した。

汽謝j油槽船をも含めて28隻430,296G/Tであり，

全部油焚きであり且つ太西洋岸で建造された。うち25隻

122,071G/Tは蒸汽タービン駆動である。その中には

4950年アメリカで進水した最大船である23,0006/T型

2隻が含まれている。

発動溌船は24隻あるが何れも小型で計6,735G/Tで

ある。

油槽船は21隻351,071G/T<これはアメリカ合衆国

の全進水高の80.3％に当る〕の汽諾が進水し全部溶接

構造である。この中には前に掲げたように15,000G/T

より大きな19隻の大型油糟船が含まれている。

外国向識出船は19隻275,852GIT(これはアメリカ
合衆国の全進水高の63.1％に当る〕であるが殆んど全
油糟船である。職出油糟紹の内訳は

パナマ向10隻ユ61,845G/T

リベリヤ向6隻95,f45G/T

ホンジユウス向1隻17,722G/r

となっている。
ﾛ

日イ本

1

、’
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一 船 の科学一

即ち〃AugUstus〃及びrGulioCegare〃が含まれて
いる。、

油槽船は小型発動穫紹1隻坐OG/Tだけである。
外国向鐡出船は6隻9,311G/Tある。

〃､ミノレギー

フヲご／ス

ユ950年中の総進水高は180,846G/Tであって,1949
年に較べて25,987G/江､の増加である。
汽船はわずか7隻28,000G/Tにすぎない。この内4

隻22,ﾕｭOG/霧はタービン汽謹駆動の油焚である。
発動震鋸は45隻ユ52,846G/Tである。
油槽諾は4隻55,497G/Tであってすべて発動駿般

である。そのうちの1隻”.S."Benenice"(20,986
G/T,は1950年にフランスで進水した最大の船であり，
且つ世界でこれまでに進水した油槽船の中で最大のもの
である。I

1950年中の総進水高は11隻66,317G/Tでこの国

の最高進水高を記録した。又1949年の20,915G/壷に。』

鯉くて大きく躍進した。
汽紹は夫々11,990G/T,10,868G/Tの2隻の油焚

タービン汽機駆動油植船である。

発動機船は11,088G/Tの汕描船1隻を含めて9隻
",459G/Tである。

油槽殻は計3隻33,946G/Tになる。

外国向識出船は上記3隻33,946G/Tの油楠船を入れ
て9隻44,426G/Tであり，これはこの国の擶錐水高の
67.0％に当る。

ドイツ

ドイツがこの調査に戦後のせられたのはこの度.が最初
であるがレポートは不完全である。
ユ950年の総進水高はユ73隻154,506G/盃でそのう

ちユユ8隻は1,000G/T以下，更にそのうち84隻は
500G/T以下の小型である。4,000G/Tを超える船舶は
2隻にすぎない。

汽般|ま錨隻73,282G/Tであるが,そのうち30隻
39,663G/Tは往復動汽溌とタービン汽譲の窪助装置を
有する。23"41,274G/Tは油焚である6
発動磯船は110隻81,224G/Tであるが，このうち

にはたった1隻の油槽船(9,854G/T)が含まれている。

この油補船は1950年ドイツで進水した最大の船であり．
且つ唯一の外国向獅出諾である｡(仕向国はデンマーク）

デンマーク

1950年中の総進水高は27隻125,490G/Tであって
”49年に較べて39,356G/T増加している。

汽船は全部でわずか2隻5,096G/Tしかない。両方
共油焚である。

発動磯船は25隻120,394G/Tである。

油槽船は5隻50,006G/Tで全部発動機船である。こ
れらの船はこの年デンマークで進水した船舶のうちで最
大のものである。

外国向癖出船は10隻57,309G/Tであって，この国
の総進水高の“､7％に当る。

イ‘夕リャ

ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ

ｌ

ノ’一ノレこ二・'一

ユ950年中の総進水高は57隻53,402G/Tであって

1949年に較べて5,811G/Tの減少となっている。：

汽紹は16隻24,415GITであり殆んど全部油焚であ

る。そのうち3隻5,540G/Tは往復動汽磯とタービン

汽機の窪動装置を有する。′
発動磯鍜は．41隻28,987G/Tである。このうちには

この年ノールエーで進水した最大船舶(5,695G/T,）が

含まれている｡岬このうち31隻は500G/T未満で
あり且つ14隻は木造である。

外国向輸出船はない。

カナダ
一－

1950年中の総進水高は40,248G/Tであって1949"

に較べて29.433G/'I,の減少である。

汽船は5隻31,258G/Tであり小型の凌灘船を除いて

は全部油焚きである。この中には12,000GITの電気溶．

接タービン汽I蕊駆動油槽熊2隻が含まれている。この2

隻はこの年カナダで進水した最大船舶であり且つ太湖地

区で建造された最大のものである。

発動磯船は電気駆動の双螺波喋船Q,902G/T)を含

めて16隻8,990G/Tである。

油槽飴は3隻26,153GITである。

外国向職出船は6隻8,937G/Tてある。

、

1950年中の総進水高は17隻107,464G/Tであって

1949年に較べて8,314G/Tの増加である。

全部麺助溌搬であって，この内には英本国を除いては 、全世界進水船舶集計
進水船舶の納合許，この年進水した最大の船舶である,25,000G/T級2隻1.

－34－
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I

除外した国々 を別にすれば弟表に示すまうに’950年

中に進永した船舶の総合計は3,492,876G/Tである。
これはユ9袈年に比較･して361,0171G/T増加した。その

原因の一部分としては経戦後はじめてドイツの進水高
(154,506G/T)を含めたこともある。

前に述べたように英本国の進水高は1950年中に全世

界の進水高の37.9％に当っている。この比率は1949年
においては40.5％，1948年においては34.0％であっ

た。

他の主要造総国の年間進水高は前述〃英本国以外の国
々〃の項で表示した。

2．溌関の種類

霊助磯船は世界進水高の6'％を占める。この比率は
1949年には56.0％であった。

汽船の中には往復動汽楼とタービン'､逵動装置を有す
患43隻82:437G/Tを含んでいる。98隻1,072,212
G/歪は減速装置付タービン汽機を有する｡：

6隻6,678G/Tの発動磯船と1隻10,802G/Tのタ
ービン船は電気駆動である。

約1,2ｹ5,000G/Tの汽鋸は油焚である。
3．油槽船

1,000G/T以上の油槽詔は1950年中に149隻ユ,579,247

G/T進水した。このうち英本国が39%,アメリカ合衆

国が22％，スエーデンが14％を占めている。
これに加えて全世界では28隻9,085G/Tの小型油

報搬が進水したので合計1,588,332G/Tの油椴船が散
稜の油を織迭するために建造さ･れた事になる。この油梢
船の謹水高は全世界の汽船及び発動磯船の’950年中の
総進水高に対して45.5％に当る。1p49年にはこの比
率は鍔8％であった。
発動溌船はユ950年に進水した油柚船の54％になる

こα比率はユ949年においては53％であった。
油糟撚が建造された各国の詳細ば亀3表の通りである。

Ⅳ進水船舶の国籍

第2表を解析して自国船舶として進水した船舶〔自国
で進水した自国船十外国に注文して進水した自国船〕の
多い国から列挙すると次のようになる。

国 名自国船舶総噸数

英本国〔含北アイルランド)883,919
ノールエー 500,361

日 *2C4,166

フランス 249》768

（ナマ 208,676

qa

し

一 ｰ 一 ・

、

一世界の船舶建造状況一

オランダ ユ69，312

アメリ力合衆国16,,,”
ドイツ ユ44，652

‘リベリヤ 127，457

デンマーク 126，389

・ アルゼンチナ124，084

スエーデン ユ08，337

イタリ一98，153

更に主要造雛国についてその国における鯨出船の進水

高とその国が外国へ注文した錯舶の進水高を比較すると

"織出"の超過している国々は

国’名 鐵出超過認噸数

英本国〔北アイルランドを含む〕坐0,65’

アメリカ合衆国275,852

スエーデン239，555

日本83,779
、

オランダ58,806

ベルギー39,027

であり’一万〃職入〃の超過している国々は

国 名 韓 入 超 過 総 噸 数
ノールエー坐6，95O

フランス68，922

であることがわかる。

Vロイド船級協會の登録船

･(BC錯級船を含む〕

1950年中に全世界で進水した汽譜及び発動溌船のう
ち，431隻2132,738G/T(全世界進水高の61.06%)が
ロイド殻級を取得するためにロイド協会の検査の許に窪
造されている。このうち245"1,276,780G/T(英本

国進水高の96.36％）が英本国で建造されて居り，他方
186隻855,958G/T英本国を除く全世界進水高の39.48
％）が外国においてロイド船級協会の検査の許に建造さ
れている。

30頁附図の二重線は最迩36年間に亘って各年にロイ
ド協会へ入級した船舶合計総噸数を示している。この賓
料から明らかなように，1915～50.年に亘る39年間にお
いて各年にロイド協会に入級した平均船舶通が毎年

1,624,305G/Tであることがうかばわれる。

〔運輪省船舶局〕
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llli 思い出す儘に
，：

－マイルポストの取り方一

一明治天皇§L二造船一

；一銭鋲漫談－
．1

:｜ 輻 田烈
1

マイル。ボトスの取り方

あまり科学的とはいえない造艦屋

のやっている仕事の中に，速力試駁

のマイル・ポストあ取り方がある。

窪力試験では，マイル・ポストを睨

んでそれに鋸がはいる瞬間，用意！

テツ！と叫ぶ航海長なり蓮軽士なり

‘の声に応じ，数人の者がストップ･

ウ‘ウツチを押し，出る時に再び同じ

事を繰り返して時間を計るのが普通

である。しかしこれは阿笑しな話で

あると思う。結局が何にストップ°

ウォッチの数が多くとも，その平均

値は航海長なり運転士なりのパーソ

ナル°エラーを含んだ鑑の時間を出

して居るに過ぎないから，精確なも

･のとはいえない。しかもマイル・ポ

ストを見るのに，一寸，早過ぎたり

する誤が含まれて居ないとは断言出

~来まい。

大正8年我国最初の高速軽巡洋艦

:球魔の速力試験が佐世保で行われた

何しろ公表速力33節という高速の鑑

の速力試験をするのは始めての事で
従来のマイル。ポストの処では海の

深さが充分でない。それで浅海の影

響を避ける為，西彼杵半島の西岸長

崎に近い深海伍甑島厚新らしくマイ

ル･ポストが建てられた位填重にや

られた試験なのである。愈々速力試

職“時はこれの成否が將来の計画に

影饗する程重大なものであるから，

昏1画主任は勿論の事，艦政本部の御

瀝々が腿橘侠ましと並んで試駁結果

,を，固唾を呑んで待ったのである。

成は明治40年，排水量13,75C噸〕

が，一躍呉で建造されたのであるが

その着手前明治天皇は臭の造艦部

長小幡文三郎造総大監〔後に総監）

を順序を経ず親政招かれて，果し
て我国でこの大腫が建造出来るや否

や御下問があり，小幡部長は謹んで

その可能なことを御答して，この鱈

の建造が始められたと先輩から鰯い

て居る。この事に感激した奥全員の

苦心努力は実に涙ぐましいものがあ

り，かくて筑波は見事に完成したの
である。

この小幡総監の造給部長時代から

であったらう，各工敞の造船部長会

議が年’回，各エ敞廻は,り持ちで開

かれ，技術上の問題其の他が討議さ

れた。その後この会議は束京計りで

開催さ．れたが，その度毎に明治天皇
に御座所拝謁を賜はったものであっ

た。これ臆造諾が綜合工業であり，
その進歩発達の工業に及ぼす影響に

深く御留意になって居られた為めで
あったらう。この御座所拝謁は大正
天皇の御代にも行われて居たが，他

の部長会議等が度々 催される様にな

ってから，造般部長だけが拝謁を受
けるのはどうのこうのと問題となっ

たのが因で，逢に廃止されて仕舞っ
たと開いて居る。

職須賀工廠の進水式作菜中には，

最初に盤木締め方と称し，美声の係
員の香頭勇まし<7回槌でキール盤

木をたたく儀式があったaこれは実
質上何の意味もないのであるが，特
に行幸など仰いた時，いざ進水とい
う直前の緊張した靜宜な室間に，ヨ

ーッと美声が詔底から洩れると，そ

れに応じて一勢に盤木をたたく数人

の槌の香が高く冴えて聞え来るさま

は何とも言えない壯厳さがあってと

ても良かったものである、明治天皇

は屡々横須賀の進水に行幸あったが

多分最初の時にこの作業を加えて，

槌の香を御耳に入れたのであろう，

筆者はこの時マイル・ポストの時間

係を仰せ付かつていたが，恩師末広

恭二先生の物理実験に対する心祷の

承訓が身に染みていたから，今迄の

やり方を変え，筆者自ら先頭に立ち

5名別々にマイル・ポストを睨らま

せ，各自が自らストップ。ウオッチ

を押して得た時間の平均値を求めた

のであった。甚だしく飛び放れた時

間が出た際はこれを省いたのは勿論
であるし，またマイル・ポストの睨

み方に対しては予め練習をしたので

ある。かくして得た試験の成讃は計

画を越すよいものであったので，一

同はホッとしたのであった。

速力試験の結果には種々の条件が

這入って来るから，個々 の条件を充

分吟味して置かないと，その答の精

確さは保証し得られないa大正9年

K造船所の商船の速力試駁を見た事
があるが，その時のストップ°ウオ
ッチは秒を0．2単位にしか読まず，

しかもマイルの小数点以下4位迄の
数字を出しているので驚いて仕舞っ
たのであった。

マイル・ポストには1マイルのも

のと，2或は3マイルのものとがあ

る。筆者の経験では，よく数字を出
す為には1マイルの短かいのがよい
と思う。長いとヂグ・ザグ°コース

になり易く，誤差が多く這入り過ぎ

る様に思われる。

，

■

0

〃

明治天皇と造船

明治天皇は技術の発達特に造裕術

の発達には大しfに御関心をもたれた

と承まはって居る。我国の造譜は明

治8年排水量897噸の清輝艦が横須

賀造船所で進水して以来，日露戦争

時迄'1,艫は建造されたが，主要な軍

艦及び綴関の多くは欧米に註文した

のであった。処で日露戦争後，明治

38年世界に於ける巡洋戦艦と云う新

型艦の鼻祀｡と称すべき軍艦筑波〔完
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と聞いて居る｡兎に角日露戦争時か
ら後にかけて，上層部では造船技術
に対し非常な関心をもって居たので

筑波から戦艦安芸〔排水量19,800"

明識L4年完成〕薩摩〔排水量19.370

噸，明治43年完成〕の建造と長足の

進歩の跡を示したものと思う。薩摩

の進水に際しては何しろ日本建造最

初の戦艦であるので，減浜の外人間

に，卸りる卸りないの大きな賭が行

なわれた為め．いたづらされる恐れ

があったから，行幸を仰ぐ命名進水

式でもあり，警戒の為め獣脂を流し

てから進水当日迄衛兵をつける事に

なったのだ相である。これが進水直

前の軍艦に術兵の蕃備をつけた噴矢

であると聞いて居る。何は兎もあれ

技術が真に尊重されて居れば，その

進歩は自ら目覚ましいもののある‘事

は事実が証明して居るのである。

猿感深かつたまにまに，其の後の盤

木諦め万を加える事となり’詮に横、

須更独特の儀式となったものと聞い

て居る。大正天皇今上天皇進水行
幸の際にも，この行事が続けられて
居たのは勿論の*である。この由緒
ある行事を他で真似た人もあったが
そんな事は大凡意味の無い事ではあ

､ろ。

話は脇路にそれるが，検須賀の事
で思い出す事は，そのガントリー。

クレーンの上に八幡耐'1祗の小祠のあ
る事である。之れはガントリー。ク

レーンを延長した際，その山手の処

に八幡耐'祗があったので，公園の諏

訪燕祗境内に祠をたてて此処に勧請
し御祭を諏訪紳祗に依緬し，一方小

詞をクレーン上に残したものであ
る。この事は誰がいV､出したという
事なしに，全く工員の真実の奉仕心
から出来上ったのであって，後の軍

匡的敬祁弾要とは意味が蓮うのであ

る。舞鶴のガントリー・クレーンの

上には伊勢の大雨'|I宮を勧請した小祠

がある。これは敬紳家であった鈴木

圭二造殻大監〔後に中將〕が造船部

鶏鶏鷲漂擬’鴨
ヲ鋒り式に出来たものとは意味が蓮
うのである。筆者が知って居るガン
トリー・クレーン上の祠はこの2つ
丈けてある。
話は三転するが小幡総監の事が出

た序に今一つ加えたい。山本稚兵術
海軍大將は不出世の海軍大巨であっ
て，技術の尊重に意を用いて居た。
山本大臣は小幡総監を信頼する事極
めて厚く，総監が自発的に職を辞さ
れた時,.自ら総監を説得し海軍から
め命として住友鋼管に入施せしめ’
鋼管自給自足の基をつくらしめたの
である。そうして総監の私心の全く
ない態度には，住友側でも驚いた程
であって，住友家としては後に総監
を親族待遇の賓客として彊して居た

の造幾屋の中から餃鋲の研究者も出

て欲しい。 、

昨年日立造艘の桜島エ場に行った

際’珍らしくも水圧銭鋲器が持ち出

されて居るのを見て懐かしかった。

水圧銭鋲器が実際に造詣所で活動し

た有様を，筆者は見た事がない。船

台上クレーンで釣り下げられて，舷

側の鋲を銭めて居る英国の写真を見

た事があるだけである。何時頃日本

にこれが這入って来て，どんな風に

使用されたかよく知らない。しかし

筆者は大正8年軍艦長良の担当部員

であった時’佐世保にあった水圧銭

鋲器をとり出だし，長良の水密フロ

ーアを含むフローアプレートの皿鋲

全部を鋏めた経験を思い出したから

である。当時皿鋲は鋏められないと

聞いて居たが，スナップの形状を少

しいじって見て居る中，皿に合わせ

た形状一つで，楽に絞める事が出来

る事が判った｡問題は鋲を攝氏900
度より以上には絶対に焼いてはなら

ない事と’圧力;毎平方吋1500封度の
水圧磯にかけてから約30秒間その錐

におさえて置く事であって，そうさ

えすれば完全に鋲孔につまった立派

な水密鋲が出来上るのである。エ員

は直きに水圧機を放つ癖がある。そ

こで鍍鋲法としては約1分間圧す事

と命じて置いて，それで大体30秒位

圧す事となるのである。鋲焼迩には
重油を用うる事とし，900度より絶

対に温度が昇らない間接煙とする事

が必要である。

室気鑓で錘鋲するに際しても，良

く鋲孔に詰まった立派な水密鋲とす

るには，鋲焼温度が極めて大切であ

って’軟鋼鋲ならば，攝氏1ﾕ00度か

ら1200度の間に焼くのが一番よい。

そうして1200度以上には絶対に上げ
てはならない。筆者は大正8年の始

めに鋲を担当して居た事があった。

その頃海軍工廠の鋲打伍は4人であ

って，ハンマーを持つ迩項と〔ホド

』

鮫鋲漫談

木錯が鉄船になり。鋲が絞められ

る様になって随分長い年月を経たが

手打鋲が空気ハンマー鋏めに代った

劃期的大変化が一度あった以外，絞

鋲という率については種々 の点に，
あまり発達の跡を見ないようである

実験上からと計郵上からと，鋲の掻

度に対しては種々と論議されて来た

が，さて絞めた鋲に実際どんな変化

が起きて居るかという事について

は，案外無関心だと言ってもよい。

鋲の事について，一生を通じ真実に

勉穆した人は，筆者の知って居る範

囲内では川崎造船所の重役で泉州工

場長をやられた正田茂斥の外には無
い様である。従って今に至っては，

鋲の権威者という人は居らないので

はないかと思われるのは寂.しい事で1
ある。銅板をつなぐのに，溶接は盛

に研究が進められて居るのに，鋲と

なると殆んど這り放され;て居るとい

う事は，どうも脇に落ちない。多く
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る。その当時浦賀から見学に来た鋲

打の係員に返し打はその必要がない

と考えて居た人があったが，筆者の

話を聞いて大いに頷いて帰っていっ

た事を覚えて居る。その後筆者の横
須賀作業主任時代，牧小幸弥技師が

鋲を担当し研究の結果，やはり返し

打をしない方がよいとい苞結論を得

たけれども，実際に行われて居る事

と全く速うので，心配しながらその

結果を筆者の処へ持って来た事があ

った。この返し打をしない方法は，

特に鋲焼温度と，鋲径に応ずるハン

マーの大きさと，空気圧力の彊さと

が大切であると共に‐鋲の銭め方を

一定の型に縦めるべきであるという

事を最後に附け加えて置き度ぃ。

1100度から1200度の問ならば，普通

の大型室気鎚を使用して，28粍浜を

1分間に打てば充分に鋲孔に詰った
良い水密鋲を得られる事は実験上か

らはっきりした。室気圧力は毎平万
吋100封度がよいこと勿論である。

さがっても80封度を超してはな・らな
い。先ず鋲孔に入れられた鋲を真す
ぐにたたし･て，すっかり孔に詰まっ
た処で，室気鎚を廻わしながら，鋲
心の赤さが消えて黒くなる瞬間位迄
に手早く仕上げなければならない。
鋲径が細くなると，この銭鋲所要時
間は急に短かくなるが，ある点から
はさまで短かくならなむ､。

船体の銭浜を行うのに普通返し打
をして居るが〉如何なる意味でやる
か訳が判らない。筆者の実験ではよ
し鋲を銭めるのにその必要は無かっ
たのである。鋲をたたき過ぎる'と，

材質は固くなる傾向があるから，寧
ろ採るべきではないと思う。H,T

鋲であるとこの固くなる傾向は軟鋼
より甚だしく,､マンガン鋼系の鋲に

なると一屑甚だしくなり鋲頭が飛ぶ
傾向が出て来る。返し打をする理由
の一つに先きに絞めた浜が緩むから

だという事を聞いて居るが，鋲は未
だ温度の高い中に仕上げるのである

から，常温になる迄に收縮する力で

その緩みがありとするも締めて呉れ

るであろう。横の方向の縮み量は知

れたもので，返し打をしないからと

て，その為めに水密が破れるもので

はない。寧ろ下手に返し打をすると

ブルー。ショートネスの峰を打つ懸

念の方が大きいと錐者は思う。筆者

は返し打をしない鍍鋲法に自信を得

たので．実験的に軍鑑長良で鋲打ェ

を左右両舷に分け，片舷をこの方法

で，他舷を従来通り返し打する方法

で絞めさせ比核して見た。処で各区

劃水圧試験の結果は左右舷に差はな

く，鮫絞能率が高かっただけ，返し

打ちをしない方に分があったのであ

先手，鋲焼を以て編成されて居たが
普通鋲焼は不熟練工か見習であって
ただ単に鋲を赤く焼けばよい位しか
心得がなかった。其の頃の鋲焼器の
多くはチャンピオン。フオージであ
って，左手で逵風器を廻わし乍ら，
右手で鋲を処理するのであるが鋲の
焼き上がるのを見ると1300度から甚
しいのは火花を飛ばして居る1400度
程度に焼けても驚かない蓮中なので
あった。そこで筆者は鋲打を集めて
鋲を震いて見せ色で温度を見分ける
事を教え込み,常に渉いて麺って是
正して居たが，それで鋲鐵鼠度は著
しくよくなった。処で，色は日向と
砺ぃ処とでは見た眼に違うから，色
を教えるのには種々の場合を示さ‘な
げればならないのは勿論の事で，湘
当に厄介千万な仕事である。この鋲
舞も筆者が鋲を担当して居た間だけ
よかったのであって，居なくな'つた
ら元の獣阿弥になって仕舞った様で
ある。今あちらこちらの迩譜所を歩
いて見ると，相当鋲の焼き過ぎが眼
必こつく。一体よい仕事をしようとす
ると，八釜しい指導者を必要とする
ものだし，そうでないならばプール
・プルーフのものを作って充てがう
様にしなければならない。鋲焼城に
は1200度以上に絶対に昇らない間接

城を作ればよいのであろうが’ポー
タ，ブルの簡単なものを作り出す事は

難かしいのであろう。それに今迄は

毒具類に多額の蜜用を使かう．事を，
何処ででも除り好まなかった傾があ
ったから発達しなかったのかも知れ
ない。或はそれ程幹部がこの問題を

重要観して癌なかった為めか。鋲焼
器の変化はせいぜい，チャンピオン
・フオージ渡の代わりに圧搾室気漉

が出来た位のものである。遜気衝焼

器の考案はあったが,これは間誤間

,談して居ると鋲を過熱させる恐れが

.あるから一エ夫を要する。

軟鋼葵を鮫めるのに，錘焼温度が

１
１
１ Ｉ

h

印 度向輸出船

中型貨物船JAG

GANGAの特色
（本号前掲写真図面参照）

1，本譜は同型2隻の第一船であり
全溶接と云ってもよい程落接を極
度に利用しその使用範囲臆80％に
及び従って重量の軽減が計られ又
覆甲板型で載貨量を大とし窟河川
の航行にも適する様浅吃水の設計
となって居ると共に遠洋､態協船と
しても充分なる蕊造を有して居る

2．救命艇は初の試みである軽金風
〔アルミ合金〕の材料を使用し軽
量・耐久。且穫載能力等諸々 の点
に於て従来のも･のを遥かに凌いて
居る。

3．本艘は主として熱帯地方を航行
される為，扇風磯を特に増設する
他通風には特別の設計が施されて
居て特に食堂は壁面の一部及天井
‘をアルミ合金で造り，邇風換気設
備を備えて冷味充分な航海が出来
る様注意されている。叉灯事室は
印度の宗教的風習に従い三室に別
けられている。

4．電源は陸上電源の使用を考慰し
て交流225V50サイクルのものを
使用し電線等も防熱の特殊なもの
が使用されている。

１
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船のローリングと波との
、

同時目記法 『
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が困難である。
、

ア

船のローリングの自記法と波の自記とを組合せれば，
どういう波がくればどんなローリングをするかという

事が，叉逆にローリングから波の形を間接に決める事も

出来ると考え，ローリングと波との同時記銀装罹を試作
して見た。ローリングを雷くにはPehdulumを使う､の

が普通であるが，波を漕ぐのに水圧を使う関係上，その

－■■■一一

鱸 1図

2．開閉型受圧部を改作し:て，波の日記装置をそのまま利用したb 〃

実駁の結果は筒改良の餘地はあるが大体良好で充分実用一端を開け’一・端に室気を入れ気圧計をつけて閉ぢた
に適するものと思われる。場合は’之を傾けると水位は等しくならないが気圧が変

る。
原理

器械の厚理はU字管に液体を入れ,之を傾けると水位
が変る事を利用するのであって,U字管の端を開けるか
閉ぢるかによって次の三つの型が考えられる。．
ユ．両開型

両端を開けた場合水位は等しくなるから高さの変化
､今Hと，傾き0との間には次式が成立つ。

4H=Lsin"

即ち此の型では水圧を使わず水位その礎を使うから精
度は良いが，浮きを浮かす為，之が傾かない様にする事

P
P十△P

－△y

露2図

気圧V;室気の体積

閉ぢた室気の高さ

U宇管の繊幅p:液体の比重
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匂

る。又波を書くには，雷‘､所ならばパイプを海底に固定

する。深い所では之を水中に入れて詔で引っ張ると大体
同じ深さの所に浮いて波を書く。

器械に極躍を与えて固有振動を検べてみろと週期は

0.9秒,DampingFactorは1/3位で急激に減少して

ゆく。筒此の型は殻の性能試験には鋭敏で都合がよいが
船に常置するには大き過ぎるから水銀を使って小形にし

H=里気圧に相当する液体の高さ
P
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室倉に油をつめて固有振

動を謂す次の型も試作し
た。此の型は未だ試験中
であるがローリンIグが大

きい時はコックを閉ぢ，

小さい時には開けて振幅

を加減出来るし固有振動

は殆んど消える。

ー

ノ

、

書端曹駕た場答瞳,鰯寧の為両端の峯気の審鍾，
寺

第5図
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賓験成果
●

上記の器械を使って船のローリング，ピッチングを記

録して見た結果を列記する。

（1）波とピッチングとめ関係ざ

砂浜の波の折る所に沖に錨を入れてボートを置きピッ
チングと波とを同時に測って見た。

露3図

気圧を等しくすると，精度は太体一端を開けた場合の半
分になる。
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一

器 械

以上の原理に基き，三種類の型を試作して見たが，両

開型は前にも述べた様に浮きの傾きを除くのが困離であ

ったから，麗閉型を記す事とする。
ドラム

0

這 一驚蝋。Q

U宇管は簡単のためゴム管〔内径2極，長さ2米〕を2．波の遁期は7秒位であるが，ピッチングは0．9秒
．円く曲げて作り中に水を入れ一端を気圧計の室念ﾙつな位で波の折る極繋でボーI､の固有振動が起る事を示して

ぎ，ベンをつけてドラムに自記させる。波の方は鉄パイ、､る°

プにゴム管をつけて室念につなぎ同じ‘ドラム上に脅かせ3．波が来た時最初の船首の上り万〔図では上方）は
る。前者は船の鱗の方向におけばローリン､グ’縦におけ船尾の上り方〔図では下方）よりも小さい。之は波が折
ばビンチングとなるから’二本のゴム管を直角方向におる時に船首が上りかけても錨の綱に引かれる為と思われ
いてピッチングとローリングとを同時に雷<事も出来る。（44頁へ続く〕
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世界の石油需給状況

世界の石油需要は，その生産とと
もに増大の一途をたどっているが次
図の如く次の事が明らかに分る。則
ち(a)北米大陸は概ね自給自足(b)
南米は供給過多,(c)ソ連を除く欧
洲は供給不足,(d)ソ蓮は概ね自給
自足,(e)中束は供給過多,(f)7

フリカ,,極束，オセアニアは供給不
足，，となっている。この偏在せる石

油を鐵遥するタンカーの重要性は論

ずるまでもないが，南米の輸出が大

体北米向けに限られる為に，將来の

石油の需給が中東iこかかつていると
云っても過言でない。

中東の石油

中東の石油は世懸藏量の4割，
則ち2億バレルの埋藏燈を持ち‐日

産百数十万バレルと云われ，年々の

産出額の増加を見越しても優にユ00

年間の産出が可能であると云われて

いる。この地方の原油は一般にAPI

30以上のパラフィン基で，軽く，ガ

ソリン，潤滑油を多量に含んでいる
現在操業中の地区はIran,-Iraq

Kuwait,SaudiArabia(Buhrein)

世界 の石 油事妖
●

一中東の石油は今や世界の歴史を動かしつつある牛

ﾊー､ﾊー､~､ﾊー､~､！ジヘジヘグ､ザへダヘヂヘヴーグ、ゴヘジ、〆、ハジ、ジ､ジヘヴー､苧、〆、"､ゾ、グミジ、ジ、戸、ヘプヘグ、子、ゴヘゲ、ハジヘグ､一勺

本年3月上旬，ラズマラ首相の暗

殺を契驍として，イランの石油業国

有化の問題は今や世界α注目を浴び

ている。英国系のアングロイラニア
、

ン石油会証に対するイラン政府の接

收も近く実行されるものと思われ

る。対英感情の極度に悪化している

イラン民衆に対し，英国が如何かな

る対策に出るか，イラン問題の成行

きﾙｭ唯に英匡対イランのiMI麹に止ら

ず引いては自由世界と共産世界の勢

力関係に直結するものだけに全世界

の隣心事となって来ている。ここに

世界の石油寒状を展望し，中東の石

油を論じ，合せてペルシャ湾の石油

稜出港を図示するのも亦本誌の使命
であろう。〔グラピヤユワ頁参照〕

ルーマニア0．88〃

英領ボルネオ0.86〃

アルゼンチン0．73〃

イラク、0．66〃

力ナダ0．60〃

その他2.08〃

計100.00〃

泄界の石油埋蔽量

世界の石油埋藏量は約700億バレ
ルと見讃られるが，この内中東4割

北米3割，南米及ソ蓮が夫々 約ユ割

となっている。然して現在の最大生

産国米国の埋職量に対する産出割合

は限度に達し,生謹愛用も上昇tて
いる現在，中東の石油埋職量は未だ

充分の湾裕を示し，ここに中東が大

きく浮び上って来た所以があると云

える。中東石汕の各国所有割合は現
在では米国4割，英国5割となって
いる。

１
１
１

世界の石油生産量

．石汕の歴史は未だ100年に満たな

、い。則ち今から90蕊年前に初めて石
油が生溌されたのであるが,1900年

には1,985万噸,1920年には9,690

万噸，第2次大戦後則ち1948年には

実に4"8,000万噸と云う驚異的な数
字となり，現在は年間約蝋3,000万

噸の生産を見るに至っている。ユ949

年の諏垂に於ては，次壷の如き％が

見られる。，
、米国 54.45％

ヴェネズエラユ3.07〃

蓮ソ6 ．83〃

イラン 6．44〃

サウジアラビヤ5．72〃．

，クワイト3．70〃
メキシコユ.70"‘

インドネシ.ヤエ.22鋤、

コ ロ ン ビヤ．0．96 〃
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中東石油埋壼垂〔掘定）

ｊ
〆

中東原油産出商（1948年）
契約を結び同時に両者はﾕ日535,000
バレルの識迭能力あるAbadanより

｜地中海Tripoliに至る36吋のパイ
夕

プライ・ﾝ建設に協力している。此の

パイプラインは精勢悪化のため未完

成であるが国内パイプライン延長は
ﾕ,000哩に達しておりAbadan及
Mashurより盛んに職出されている

､in刃V,髭T;、

12．23gfl4'7,2761','3',825〈
ロ

〈註)Qamrは現窪酋は産出中の筈である・ から將来は日本との取引も生ずるも
中 東 の 油 井 薮 と 産 出 在 （1948年末）－，画ｺｰｭｰｦ

のと思われる。

[b)Iraq

此の国の油田は3地区に分れ次表

のように夫々 異る石油会趾により蕊

営されている。他に南西部に利権を

持つBaSrahPetroleuznCo.があ

るが未だ産油していない。
Kirkuk油田は世界和数の油田だ

日
い』

１
レ

ユ
、
シ
申
、

歯
認

癖
略

１
壷Ｉ商

Ｊ

出
ル

逼
羊

｜
日
。

１

１
の

蝋
●一矼エ

＆
閃

ｅ
Ｔ
″
、

’
別

砥
一
稗
一
獅
一
》

、454
ｬ

合針I2621＋511！′305,‘8814‘984
毒冒日本の産出中油井敏30712｡l日窪出糎量2,776バレル．即ち1油井衝り1日では僅Kirkuk油田は世界布致の梱田だ
・か1バレル腱も足りないことl二なる．

此の国の生産高の大部分は此処から
第1表

産出さ.れる。Kirkukより地中海へ

及びQatarの5地区であるが，そ此の国の利権を持っているAnglo-のパイプラインは次表の通りで相当

の他の地区も各国石油会祇の利権地IranianOilCo・は英匡政府52I/z%,古く19誤年より送油を初めている
域で現在開発中である。BurmahOilCo．(ShellGrouP)25がパイプライン通過国の複雑な政i荷

、琵油，製油並に織暹の現状}狸0頁形個人聖'/2％より成立っている。美によって支障が多く，従って石油生
地図及び上表によって了解出来る。 Kirkuk-地中海パイプ.ライン表(1948年）第2表

●
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１
中東各地区の生産状況

<aフ草an

Iran王国は中東第一の石油生産■

国で北部に1，南部に7の油田があ

り，北部のものはAPI42.8でKer-,

manshah(精油所あり）に,.南部の

ものはAPI33～39で夫々 Abadan

〔精油所あり〕及Mash･ur〔原油積

出〕にパイプラインが通じているぐ
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Transjordan-Palestidel6201l
Haifa

「 ０
１
１
１
１
１
釘
１
■
９
１
１
１

530 1934 口
Tripoli lSyria-Lebanon

’IIaifa Transjordan-PaleStmel620 －

－ － 一一

、530 ’一｜未完成
’|鶚

Syria-Leb｡non 16

'28－321－ |計遜中１
１

I556Syria-Lebanon

鶚1946年米国StandardOilCo.

とSocony-Vacul二mOilCo.はAn-

glo-ITanianCd.と25年間の取引

る 石油 奮社

産高も甚だしぃ凹凸を示している。

産油の大部分は欧洲へ識出されてい

る。

此の国の石油は將来共日本とは直

接取引の関係を生じないだろうと思
われる。

’
Iraqに鈴け

－

地 霞｜･壷油禽斌名I内
|饗

’
容

’
(c)Kuwait

、ペルシア漉湾首西岸のKuwait土
候国は英保護下のアラビア独立国で
ある。此の匡唯一のBurghan油田
は南部にあり，イラン,イラクの洲
田発見に較べて極めて新しく1938年

、
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′の発見である。第2次大戦中は閉鎖

されていたが戦後再開されKuwait

OilCo.(米GulfEXploration

Corp.50%,英Anglo-IranianOil

Co､50%)が経営に当り最近の生産

貯識,穣出設備の発展は極めて著し
い。

此のBurghan油田は1油田とし

･て世界最大といわれ埋藏量70億バ
レル以上〔中東埋藏量のスム,或い
･ほ100億バレル以上ともいわれてい

る〕と推定される驚くべきものであ
り，筒採独され拡大されつつある。
原油はAPI32.5で，油井は全部
.FIowing(湧出）であり,1油井当
り産出量は極めて大きい。

1947年SheMGroupとd､契約に
より市場は確立されたが地中海のパ
イプラインがないので油椛船の不足
･により生産量を或る程度制限してしく
るという現状である。精油所は凌ぐ
地中海へのパイプラインが計画され
･ている。將来の庭大な生産遼を考え
ると此の國は欧州及東洋への宝たる
原油供給園と,なるであろう。日本へ

の原油供給も篦然豫想される所であ
る。

る。

此の地区の両者は行政区分を異に
し夫々 独立国であるが産油，精油，

職遙，演出共密接な関連を持ってい

る，即ちSaudiArabiaの4湘田

〔外に3油田あり)Bahrein島の1
油田,RasTanura及Bahreing

の精油所とは夫々パイプラインで接

続されて大規模の新式稜出施設をも

っている。

此等の石油の販売会祗として1936

年設立されたCaliforniaTexasOil

Co.(略称はCALTEXOILCO.).
はStandardOilCo.ofCalifornia

とTheTexasCo.両祗の同額鯛

賓によるものである。同祗は東半球

に大規模な中東石油販売網をもって

おり，亦中束石油庇精油を計画しオ

ランダ，スペイン，イタリー，、フラ

ンス各国に精油所を建設中である。

（註）日本には昭和23年カルテッ

グス石油〔日本）会祗が設立されて
いる。

ARAMCOによるアラビア利権地

区の開発は莫大な賓本による近代的

石油騨発事業中異彩を放っている。

SaudiArabiaの国王及住民の宗教

と生活様式並に米英ソの国際関係，

GALTEXの所有

石と砂以外のすべての賓掴の識入等
は開発に幾多の困難をもたらしてい

るが交通，溺既，診療住宅，学枝
設備等の文化施設，使用現地人への

高賃銀，適当な融和政策等によりそ

の克服に成功し10憶弗に昇る投妾
はそのa/iを侭却し,1日625,000

弗の利盆を上げつつあるといわれて
いる｡，

戦時中来海室軍の燃料供給のため
謹設されたRasT,anuraα精油所

は同じく戦時中拡張されたBallでein

員精油所と共に連合軍の燃料供給に

多大の貢献をなし,．尚拡張中であり

油田の開発増産と相侯づてﾕ952年度
には両精油所の日産は70万バレル

となる選定であるという。併し欧洲

方面向けは自国精油事業のため現在

大部分原油が職出されている。

SaudiArabiaのARAMCO利権

地区は現在大々的に各種の認査陵が

採油並に測量を実施中で次々と新し

い油田も開発されつつある。

200万弗の澱算で此の地区から地

中海Sidon(Lebanon)へ建設中の

Trans-Arabianpipelineは径30

～31吋，延長ユ,100哩で完成の暁

はユ日330,000バレルの蹴遥能力(d)SaudiArabia-Bahrein

此の地区の埋粥識は米系会祗の米

国外に有する最大のもので1920年
Bahrein島で発見され次いでユ936

年アラビア本土で発見されAPIは
ユ9より68の広範囲に亙っている
Bahren島の経営はBahreinPet･

roleumCo.(StandardOilCo.of

､California50%,TheTeXasC0.

.50％〕により，アラビア;本土め広大
な利権地区はARAMCOの略称に
よって知られているAfabian..Ame.
ricapOilCo.(StandardOilCo.

ofCalifornia30%,Standard

OilCo.(NewJersey)'30%,The

.TexaSC0．30%,Socony-Vacuum

『OilCo.10%)により経営されてい

､支配）する中東の油田
一
可

劃’ ’
油田名所花地 所有倉

B3hrem lBailrビ:nl宮1m､。 Ball池:nPetml心umCo

|撫語h. ｜島"…“IAbuHadriya.
IQatif･AinDar

Amb1an,Ame蔵canOi】
CO．

〔註〕19幅年度本邦産油趾は178,703"(1'124,COOバレル＞であり．それはS=udiArab;aの

3 日間の漆汕趾に過ぎない．、
4 表第

CALTEXの所有（支配；する中東の糖油所

稀翻需畷雰'fI囑謝地’所在精 油 所 名

Bah唾m

－

RagTanura

所有禽赦名

|脇群jnPetrol"m
laWWm6ric｡。’

B副hreinIslandllSO.OOO
saildiArabial!40,009q ’

I

第 5 表
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一 般の科掌一

〔大型油槽鑑2隻分)を布し欧洲，北
米向けの鐵出に大いに役立つ事が慧

璃されるが複雑な政猜のため現在進
捗が停滞している。
此の地匡は現在日本向け石油の重

たる供給地となってい蚕。
C△IﾉrEXOILCO.の発表にか

かる最近の此の地区に関する表を摘

記すると第4及鋪5表の通りである。

(e)Qatar

Bahrein島束南方の牛島を占め

るQatar国の油田は1940年に発
見，開発されたが今次大戦中は閉鍍
されていたうユ947年再びPettoleum
DevelopmentCo.(Qatar)(Iraq

Petrele悲垂Co.の子会斌〕により

～

〆

操業さ’れ各施設完成を急いでいるか
ら近く原澗が猿出されるだろう。半
島西岸のDukhan油田より産出さ
れSaUdiArabiaの原油と同系統で
API36である。

その埋識量掴の面穣より見て他
の地区より,l､規模ではあるが原油職

〆

出国として將来日本とも関係の生ず
ることが譲想されている。

日本の石油事状

我国最近1ヶ年の石油需要量は300
万粁見当であが，国産原油は僅かに
1割内外に過ぎず，9割は挙げて外
油の職入に俟fこねばならない。
戦前外油は専ら北米西海岸よりそ

0

の一部を北樺太，ボルネオ等より緑

入していたが大戦中はボルネオ沙ス
マトラの石油に依存し今日は主とし

て中東より一部を北米より供給を仰
いでいる。然して將来はその大部分

を中衷より，一部を糸ルネオ，スマ
トラより輸入されることになろう。
斯ろ石油需給状に鑑み，その輸逢

問題は，我国の石油界に極めて重大
な要素であり，汕補諾の需給,殊に
航洋池槽鰕の増握こそ，日木文化を
左右するものである。

次に参考の為グラピヤユ9頁に織浜
から世界石油生逮地への距離を図示
してこの稿を経る。〔日本油槽畿殊
式会祗賓料より｡~〕

一、ジシミヘグ、〆、ゲシヘハハハーーーヘプー〆一一一亀一一一戸シーンヘヶシーシー、ーー､グーー~~一、芋、ダ、〆曾曹、グーヘー
～一一ユ

一プｰ～～～再一一一ヨーーーーーーヘーーーヘ－－~一一一〆ー

(40頁よりフ

〔2〕旋廻中の緩の傾き。 F

漁船〔3トン〕を左右に旋廻してそのローリングを測

って見た。
〆

左醒1

へj/IW

第7図

結 論

1．舵をとった時の紹の傾斜は必ずしも左右対称では

ないが，之はプロペラの回転方向によるものと思われる。

2.旋回中の波によるローリングは直線コー弓の時よ
りも小さい。之はキールが傾いて職すべりし易い為と思

､向,波

〆

われる。 Q

〔”波の方向と，ローリング’ビXチングとの関係
F波に平禰，直角に漁船を動かして，ロー

リングとビツチン先とを同時に測ってみ
陸

｡ﾁー
た。

結果

，、波に向った時は動揺の週期が短かく
なり，追波の時は長くなるが之はDoppler
EHectである℃

,へ券縢吐ピッチングが大きいが，繊波，鐺2．波に向った時はピッチングが大きいが’繊波，追
波のときは逆になる。
3．遁波の時は波の衝撃が弱いため,器械，船の振動

が小さくなり，波の形がはっきりして来る。従って船の，
ローリングから波を測るには追波の万が都合がよい｡．

〔海上保安庁水路部〕、

進・波
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口
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一溶接部のX線試写一

～

r

溶接部のX線現場試嶌に對する所感
、、

、

圭
口 川次郎

〆

装置は本体と車輪部から出来て居り図示すると第1図の

ようである。大体の大きさは｢r32'gi,.喫行27吋，高さ25

吋で車輪の直径は14吋ある｡本体腫は更に温度上昇臆よ‐

る内部の油の膨張に備えて巾27吋，奥行15吋，高さ4吋
ヱアーレド゚ 』L弓P曲

去る4月7日8日と二日間に亘って溶接協曾策八部倉

が三井造船玉野製作所で催された。

儲日の日程は大体次のようであった。

4月7日
⑰

午前開含の僻部含長井ﾛ鴬堆亀
拶挨三井造船田中.所長

､

・試作X線装置について

島津製作所・中堀孝志氏

午後鍍近のアメリカに於けるX線稔蚕の

演炊について

中旧本重工商木乙磨氏

、現場X線撮影、
､

工場見學‘：

4月8日

午前X線の人外に及ぼす影響

脇津製作所藤本座治氏

試作X線装置に對する討論

庁
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投射ロ

便一…q

午後
第1図

各耐軒究豫定或口謹巽
／ 一

次河八部含懲定のエキスパンシヨンチヤンパーを設け之に‘オイルレベル

I別會の僻，副部曾民加藤知夫氏メーターを備えてある。重湿は本体が670睡，車輪部が
一一一～一一一弓ブ､～､~-～~一一～~～､へ～－－80通で照射装置全休としては750斑である。投射ロの大

I，本文では島津製作所で今回試作したX線検査装置によいさは315粍も<85粍である。
ろ現場撮影についての所感を少々 記して見たいと思う。コントロールボックスは巾塑吋，奥行]5吋，高さ18吋
此のX線装置は造船所に於ける溶接部の現場撮影用とであって重量は60旺である。

して三井造船の要望を入れ試作したものでSOPS-160電源電圧は200ボルl域は100ボルト,周”は60
ウエルテスと称する。木溌の試作にあたり三井造船よりサイクル或は50サイクルの何れでも使用可能である。＝
提示した条件は，次に此の装闘の能力は'6万ボルトピークで3鞭程度の

ら’，

（ユ）25粍程度の鋼板を､0秒位で原板に感光させ得る板でも数分で撮影可能である。
、f

もの。、造譜用 材の よう に2 f粍前後の鎮阪ならば14万ボルト，

（2）現場で使月]する事を原則とし携稚可能の..ﾝパ3ミリアンペアーで約20秒位照射すれば充分である。
ク ' ､ な る もの。次に現搦撮影の方法である淡，地上組立中のものやポ

（3）造譜業と云う特殊性に対応し頑丈な溝造とし船ツトム外板等は問題なくFig2のようにX線装置を被写

体に突当うても穀れない磯瀧とする事。′体の上に載せ裏側に取枠に入れ亀フイルムを受けておく
の

等で試作磯は以上の条件を大体に$於て満足せしめてぃだけで充分である。

る。サイド外板特にピルヂの部分や前後部のフレアーのあ
その大略を孟すと此の装置は二つの部分から成っている所，カンI､のような所の撮影には此の装置をセットす

る。即ちX線管とトランスを一体としたX線投射装履とるには相当手間を要する。此のセツ1･の為の装置を別に
逮隔制禦剛のコントロールボックスとである。x線投射案州する必要がある。
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一 船の科学一一

、此の装置についての討論で最も問題になったのは重遼
が大であるので撮影個所にセツ1､するに手間のかかる事
で此の為にはもっと重量を輕くしてボーダブルなものに
出来ないかと云う事であつだ。それにはトランスとx線
管球を別にしてトランスを地上におくようにしたら良い
のであるが，製作者の言に依ればこのようにすると値段
が約2倍になり，構造がそれだけ複雑になるから故障が
おきやすい。

塾雛するコードが現状ではハイテイシヨンのものはフ・
レキシピリティーがないので操作がやりにくい等の諸点．少

溌欠点.となると説明された。現状のものでも認く出来な
いかと云う点であるが，､いくら輕しても二人位で手軽に
持運び出来る所まではゆかなくクレーンで吊るすと少々
の重量の増減は五-I渉百歩で問題にならないではないか
と云う事になるてしまった。然し乍ら実際に現場で撮影
せねばならない造譜所の側から云えばセットする場合の
段取りその他あらゆる点に於て装置が軽いに越した事は
ないのは当然である。結論として今度の試作品のような
タイプのものとトラ:<スと管球を別にしたタイプのもの
との二つのタイプを作って現物で適当に使い分ける事に
したら･･･－．と云う事にlなった。

次に問題となるのは撮影する附近で作業している人が
X線の照射の為に如何なる影響をうけるかと云う問題で
あるが，此の点についての製作者の話を次に引用して見
る事にする。、

以前は一ケ月に5レンドゲンならば一生涯あたってい

ても安全であるとされていた。即ち25日側らくとすれば
0.2レントケン壷らば毎日あたっていても良い事になる

然し最近の話では毎日0．1レントケン，更に一週間に0.3
レントケンならば良いと云う事になって来ている。即ち

6日側らくとして1日0．05レントケンと云う事になっ
て居り辺をTulelanceDoseと云っている。

りり

今鈍4図にて800粍はなれている(A)なる人では0.03､

①

"も”》｡,《･骸／""/ﾉ／ﾉ/”〆/魂”も〃ﾉ/"ｿ〃”ゾゾ”ﾉ〃ﾉﾉﾉ'"″~.'ノン~ず”ﾝ/γ

船台
■

第 2図

即ち鏥認図のようにクレーンでX線装置を吊上げてい

て下の船台のアイ等を利用して引付けてセツI､するわけ
である。

当日の試写では地上組立中の主穣台のAガーダーのシ

ームの涛倭部を一ケ所，4月19日進水選定の総のサイド

外板のバット溶接部二ケ所，ビルヂ外板のバット溶接部

i

一ケ所，

更に二重

底ブロック

を載せる直

前の状態に

ある船のボ

ツトム外板

の シ ー ム 及

バツ1､溶接

のグロスす

る部分二ケ

‘所合計七ケ

所を試写し

どいた。その

”

第 3図所を肩

たのであるが現像の結果は大体う.まく写っていた。

時の条件を鋪1表に示す｡
第1表．

r/minである。之

が1米600粍にな

ると約0.008r/min

となる。即・ら800

粍の所ならば許容

通以上受ける事に《

なるが少し離れる

と距離の自乗に比

例して安全率がま

すわけである。一

方被写体の向う側、

に,居る人即ち(B>

~蕊｢雷~｢爾
弓一一W一

写場所~T"証試旦

型

’
’
’
１
悪
吾
。
ご

ロ
■
日

一

’251ｴ50
201ﾕ30
161120
ﾕ61130
－蕊'1如
艸'140

Aガーダーのシーム 《
宝
瞠

④

＃⑥、･うｲ“p

｜
率
塑
恥
一

－

140
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鋪4図
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1

、

⑬

なる人1ｺついて見ればフイルムが適当な濃さに感光して

いる場合にはフイルムトコ到達したレントケンは大体0.01

rである事を考え合わせれば絶対大丈夫であると云える。

締局，乾板の後方に居る場合より却って乱反射する側に

膳る方が危険である.と云う事になる。然し毎日X線を写

すわけではなく更に同じ人がいつもそこに居るとは限ら

ないからそう気にする程の危険性はないわけである。

次に実際に撮る場合の条件を定めるにあたって電流，

電圧の変化と露出時間との関係を知っておく必要がある
が,X線のエネルギーを増す為には電圧を上げる方が有
効であり，吸收率を増す為には電圧を下げれば良いので
ある。電圧を下げて吸收率を良くすると第5図にて上に
のせた(A)なる板にも吸收されるからフイルムに感光さ

せた場合に板厚の差が出て

くる。即ちコントラストが

良い写真と云う事になる。
IxRiLA

然しフイルムに到達する量第5図
は少ないので時間が長くかか．る欠点はある。

デー－－

－溶接謡のX線試写一

結論は単に透過さすだけのものならば電圧を上げてX

線のエネルギーを増すようにし，コントラストを出す為

には電圧を下げて吸收率を増しエネルギーの不足は露出

時間の増加で補えば良いと云う事になる。

今回の試作品は16万ボルトピークの能力のものであっ

たが，造船の現場撮影の場合に，その平均板厚を考える

と此の能力を少しでも低くして，その事に依て装置重量

の軽減をはかり重量のある為に要する取扱いの不便，段

取りに要する時間をセーブするように考えても良いよう

に思う。実際能力を下げた為におこる照射時間の増加等

iは段取に要する時間に比べれば問題にならなく，却って
、

此の為にコントラストの良い写真が出来ればその方が良

V､よ､うにも思われる。

‐以上最近三井造錯で試写した溶接部のX線検査につい

てその概略と將来に対する希望及び之に鴎連する二，三

の事柄を簡単に記して鯛筆する次願である｡(経）
〔三井造殻玉野製作所造艦部〕

〔54頁より綾く 〕キを要するわけです 。戦時中，米国海軍で使って非常に

例えば板は日本に比して非常に広吋､板を使っています這績の良かったビニールプラスチックのペンキとか，こ

が'外板ではロンジフレーム,bulkheadplateでは1れに似たプラスチックのものが良し､でしょう。叉塗り

紋の板に3本位のStirnErのついたものをunitにして万も刷毛塗りではj學さが一様にならず，厚すぎるとdry
エアジヤツキで抑えなが目仮付を行い，これをtiltingdockingの間に亀裂を生じ,薄いと剥げ易い。それで
tableで45度に傾けて,uniOnxneltで連続隅肉溶接triggercontrol式のspraygeerで最適の厚さに塗る

をやるわけです。これ等のImitをunionmeltでbuttのが良いとされています。塗った厚さを§lectronieに
Weldして行く。この造船所ではこの磯城を固定式3台判定する装置もあります。
ポータブル30台持っていました。しかし根本的にはTnillscaleを完全に落すことが大
次は一寸話をかえまして,bottomcorrosionの問題切で，米国でもsandblasting､picklingが使われ，

でありますが，これが而もpittngcorrosionでありま叉flamecleaningは我国でも試験的に出来て居ます，

す。が，水素や air等を使用す ると云う試もある様ですが，
溶接接手の溶着金属が深く腐蝕して，えぐれた様になflamecleaningのprincipleが，高熱をshock的に

ろのです。ひどいのは6ヶ月間でﾕ/4吋程度にもなる。steel表面に加え，且つ高速度噴射によりscaleを吹き
この例はミシシッピー河口にあるToddJohnson造船飛すのであるから，大分見当逢いの様です。

所で入渠中のvictory型タンカーで実例を見学させて最後に米国造諾界で劃期的と思われる点は,Bald耐

熱誌息;蝋"溌罐･懸薫鶏譽：倉職蝋:碧鯆饗霊蕊，撫警
ことは，普通に知られていますが，溶接船では接手がや実測し，船体彊度理論の裏付けを行い，従来不明であ
られるわけでず。millscaleは海水中でsteelに対しつた種々 の事柄を解明してし･る．ことであります。この
COpperと同作用をするのですが，これはペンキで両者gaugeのnlakerは，BaldwinLocomotiveworkで，
の問に起る電流を遮断するのが良いのです。しかしペンこ臭を訪問して調査して来ましたが，これはいずれ時を
キがはがれないことが必要で，良質のはがれにくし､ペン見て御話しすることに致し，私の講演を終ります，

U

－→47．－
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－－識の科学一
⑪

’米國戦時造船の．プロフイル

(No.2)、堀元美

＝ 地の事情により必しも良好な配置をの割合を以て建造したエ場である。

得ていない土場も少くない。 亦運搬施設として，所内道路の完

船台又は緩台組立位置の数は少き術を先決とする，軌道を重頑して路

は6基位,多きI轍十基に達する．面車禰を従とする工場もあるが'趨
紹台の場合は勿論進水に支障なき水勢鮭自動車様のものにある様で，殊
域を夫々に擁しざているが，移動式のに我国に於ても占領軍用として見ら

場合10基の諾台組立場に対し唯1れる大型トレーラー‘〔数噸からユ00

個所の進水斜面(slip)を備える場噸漬〕大小各種のトラック,50嘩繊
合もある。迄のflat'car,Fingex･lift等が多

起重磯設備の一例を示すに，上記数使用せられ，特にDockmule,
の如き幾台及組立場9基を併列するshoprnule等と称して極めて小型
場合に於ての牽引車が船渠内や工場内で活躍し

鐇台及組立場に対し” ている。

’5噸旋回式’'基かかる点に於て子種箆的に迩鐵の
同じく25噸旋回式9基改善を図り，所要の経菱は惜しまず
外板ブロック組立場に対し 投入して能率の増進に費して大局的

／

25噸ガントリー2基な効果を掴もうとする考え方は充分『

船台と独立の組立場1個所に味うべき処であろう。，
10噸ガントリー1基（5，2〕さて上述刀如き方策は凡て

錐装岸壁25噸旋回式2基1隻当りエ数，日数の低減を目途と
鋼材置場府鉄処理場するものであることはいうまでもな

7.5噸.ガントリー7基い。而て1隻当り工数は，建造隻次
ロニモチプ・ジブ°クレーン16基に伴って低下するものであるが，果

因にどの造撚所は，’943年中の半ケして実績は如何でありろうか。
年間に20,000人乃至21,000人の人極めて簡単な摘要表を2種妓に掲
員を似てBC-2型貨物船を毎月10隻げることが出来る。

第3表EC-2貨物船(Libertyship)平均工数低域表一
建造隻次全建造所平均1隻当Man/honr同左所要日数

1～10ユ,310,000〈100％）203
，

40～50661,000〔50.5〕00

90～100532,000〔40.6.）51

140～'50' 472,000〔36.0）・45

］ ､9 0～200･434,000(33.2)~39

240～25 0 3 9 6 , 0 0 0 ( 3 0 . 2 ) ､ 3 3

”0～300384,000(29.4)36

･辮歎懐｡識I蕾
－48－

〆

V建造の方式（續）

〔5．’〕元来造恕工事に於ては，材
料部品の運搬作業が重要なる要素で
あることは周知の事実であるが，従
って大きくは工場，作業場，材料置

場組立場総合，岸壁等の配置が
長年月の間にその造諾所の收支に及
ぼす影響は蓋し莫大なる額に上るの

である。

殊に多数遮続建造に当り，同一作

業を繰返えして行う場合にあってそ

の適否は，或期間内の建造隻数にも

影響を及すであろう。

また'1､さくは，各作業のズテージ

の中，構造物が形成せられ，その内

部への出入が面倒になって来るとそ

のaccessibilityが問題となるので

あって，この故にブロック状態に於

ける艤装作業の施行，出来るだけ大

なるブロック鳶組立場に於てなるべ
く完成fこ近く仕上てしまう方法等が

殊に重要となって来るのである。

同じ理由から起重磯や，各種の運

搬設備が重要演せられ殆ど面目を一

新した．と云いたい位になって居る。

鰐台及組立場は一蓮の組合せとし

て考慮せられ，然も限定せられた海

岸線〔単に海岸線刀長サのみに限ら

ず進水所要の水面を抱いている水際

地域〕をなるべく宥効に利用するた

め，多数の譜台を密接併磁するので

自ら組立場は船台頭部に於て船台の

巾を以て所要面穣を占めるだけの長

さに取鼻れ，更にその上手に於て鋼
材加エエ場か設けられ，全体として

税料は船台の頭部方向から直線的に

流入するを理想としてし､る。然し現

’
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’
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、
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－米国戦時遥諾のプロフイルー

第4表1400噸護遥駆逐艦工数低減表

建造隻亥平均1隻当Man/hour同左所要日数
1～3平均1,265,000266

129ﾕ2，000225

2 1 、 908,00019 9

、 30 8 1 8 ,000ユ61
42966,000ユ79

5168 9 ， 0 0 0 138

6055 8 , 0 0 0 147

75 〃618,000186

際"識。“‘“
全建造隻数

348

第3表はLiberty型貨物船，第4,Assembly寸法誤差の逃げの取り、
表は1400噸護送駆逐鱈の実讃であ方，寸法規準となる部分の切合せ方
ろ 。．、 等も出図前に決定し図面に指示せら
この両表から，読者は極めて興味れろ。

ある事実を伺､､得られると思う。即ち，在来の所謂設計より出図す
VI生産作業管理 べき･事項に加えてAssembly区分，

同構成法，使用治具，藩接台，組立
上に述べた様なShipproduction順序，同取付順序(諾台据付),その
を行う以上エ事のScheduleは極め方法等の根本的な建造工事方針が豫
て正稚に立案せられ且つ実行せられめ定められて,､凡での詳瀧はこれを
ろを要する。凡て場当り的でなく計念頭に燈いて設計一計画せられる。
画的に準備し’進捗せしめることが． 詳細設計の段階に於ては。上記の
要求せられる。 各項は勿論，板取法,．「ブロック」
即ちPrbductionplanning工率接手に於ける材料の餘裕の取方，接

，企画の精密化により，各部材，部品手の準備加工瀞接施エ順序，「プロ
の生産の時期’材料引当，エ作法，ツク」に対する罫認記入事項等が図
Assembly毎の組立場所,Platen面に記入せられる。
等の使用順序及割当，船台据付順序Specificatonは設計基準又はエ
等，並に之に伴う人員の割当，或工作法基準として蕊め全般的に定めら
程を担当するGroupが或船から次れたものと，個々の船毎に対して作
の船へ移る時期等は単に担当工場のられるも@とあるが何れも詳細に亘
都合と按劃とによって定まらず，全っている。
般工事計画と全工場の関連に於て計Jpborderは殆ど工事方案と溌量
画せられねばならない。又材料の使表を兼ねた嫌なものであり，その記
用も多数の同型船に劃一的に適用し載醜項は工事の内容を詳しく関係
得る様板取法に至るまで最良の方法shop別に記し夫々の工数見穣をも
を図示する必要を生ずる。記入するようになって居る。
一方溶接の殆全面的適用によ･り工かくて，在来の我国のやり方に比

作法殊に溶接順序の指定も，最善とくると，凡てが紙面に「書かれた」
考えられる処により図面を以て指定もので指令せられて実行に移される
せられる。勿論Assembly区分はということになる
設計の始に決定せられるに於ける。図面と方案譜に織込まれている指

－49－

示事項が我国に於ける慣例に比しよ

り詳細に，広汎に亘り，従って現場

工作担当者の判断を待つことが少い

様に出来ていることは「設計や企画

の椛限が大である」と考えるべきで

はなくて，我国の｢工場幹部技施老」．

に相当する々が企画側に属していて

造船所のプレインを成して居り，図

面に盛るべき事項はその造船所の技

術的智能の「最維結論として充分に

検討を経たものが図面となるという

事である｡、

所謂「現場まかせ」として組長級
の問での「伝承的，秘伝的技術」に

よりて施工せられてUptodateの

技術による検討の網目を洞り，或ば
担当者の個人的判断によってまちま
ちの処理に流れていた事項を再柾討
して，其造錨所の技術陣の智能を結
集した最高の判断によってznfist
advAncedwayに導いて行こうとい

う努力が鼓に現れているのである。
従て我国在来の鎧念よりすれば，

設計の担当に非ずして工場側の按劉
に属する如き施ｴ方針も出図前に按
劉して図面に織込まれる。
即ち，従来の図面でrこの図面の

通りのものを製作せよ」という処を
新しい図面では"｢-この図面に示す

I●

材料部品を用い，この図面に示す方

法順序に従って,、この図の邇りのも

のを製作せよ｣といjう初に進みつ
つある。

この観念の徹底は，落接め広汎な

適用によって一層重要なこととなっ

た。即ち溶接の如く日,新月歩の工作

法に於ては，設計者が股新の餐識に

邇暁していることが望ましいばかり

ではなく「技術的に必要にして充分

なる条件が設計者から施工者へ悶遮

いなく伝達せられることが必妥であ

る。

溶按工に対して，熔接”具備すべ

き条件について全幅的知識を期待す

ることは出來ない。「熔接は，その

｛

、
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諸室内遥作工事

隔壁防熱，甲板被覆

外舷艤装，甲板蟻装，塗装

航海諸試駁等

〔6．3〕第3は組織的に生産を実行

する上に於て最重要なProducton

P1anning,Scheduling.andProg

ressDepartrnentである。極めて

スケールの大なる作業を滞りなく逢

行するためには精密なる企画を必要

とする，而して企画は作業実施に伴

う進捗状況の確実な把握と相俟って

始めて有効である。

計画は，船を適当の部分に割ち，

夫々 の作業順序を定め，林料の払出

時期を象定し，部分毎に且つ職種毎
に最小の人員数と最小の在庫凋料を

以て手順よく建造工事を遂行する様

に立案せられる。計画を大別して建

造事業計画に従って決定せられたる
起工，進水，竣工のrnastersche-

duleと之に伴う各船各部分に対す
る詳細工事溌定となる。

企画立案の作業は，建造工事を

Jobunitに分解することから始ま

る。Jobunitとはの単位の工員群

により‘，ある1の場所に於て，或る

1回の単位の時間〔断続でなく窪統

の)に行われる仕事をいうも
エ場，組立場，船台，岸壁等に於

て，或1の作業α'着手及完了する時

期は填重に図表化せられる。

XjobUnit毎の進捗は毎日報告

せられ，全工事の状況が毎日mane-

gementの資料とな・り，生産計画か

らの脱線がどこで起っても，直ちに

発見されて，重大化しない間に手当
が為される。

生産に対する要件の解析並に適正

なる溌定計画を立案するに必要な賓

料の蒐集更にこれ等の結論としての

生産計画案の作成が企画部門の磯能
である。かくて近代的な造船事業に
於ける企画部門の役割は極めて重要

であるので，この部門の造船所組織

一鑑 の科学一

goodeconomicalproductionの根
源として,Engineeringdeptは諸
規程，並に契約書の内容から来る種
の々要求と，船の役務上性能上の必

須事項と，一方現場の施工法や，エ
場の事情と広間を調整するのがその
努めである。

従って現場の事備や，希望を充分
に承知して居り，法規や，般主の要
望を，最も単純明快,且つ経済的な
具体策として図面上に識訳明記する
ことが望まれるのである。

〔6．2〕次にProductondepert･
Tnentは云うまでもなく，工場その
ものである。特に戦時中の考え方と
しては，我国一般と同様な職種別の
組織即ち在来の組織と並んで，多量
生産の便宜上から，作業領域別の組
織即ちエ程上船殻内業，組立場，磯，
含艤装岸壁等に於いて夫々 担当の
エ員群を作業場の区分に従って組織
した方式であって，この場合例えば

罐嘉懲ぁ鱸縣麗
プと,完賦間際に上甲板揚貨膜の配
管を行うグループとは別の区分に属

＄
していることとなる。

之は流れ作業の本質から見れば当
然な方式であるが,在来の職種,職
能別組織で流れ作業を行った工場も

あるようであるb

工程の区分を概括すると次の様であ､

る。

進水前の作業＝船殻工事課

鋼材加工（船殻内業フ

ブロツク組立

船台上取付

この外に熔接係検査係を区分する処

もある。

進水後の作業＝艤装課

磯関搭戯<造磯部を膳に区別せ
ず〕

諸管製造加工及蟻装，諸管防熱

電気装備

薄板工事

施工者に対し設計者の意図を詳細正
確に伝達する方法が講ぜられだとき
に始めてEngineeringtoolとして
正しい地位を与え’られたものと云う
ことが出来る」その伝達の手段こそ
は溶接記号の糯密な規定であるとは

'-JOintArmy_rVavyStandardの
w<1dingsyznbol解読書の巻頭に記

されている処である。

上記の如き生産作業及技術の管理
を行うだめの壱遜里組織はどうなって

Q

いるか？極めて概括的に一股の造
、難所の露成を紹介して見る。名称は
造譜所によって異っている様である
が，造総所の組織の中営業，人事等
の部門は別として純粋の技術的部門
は,Engineeringdepartrnent,
Produetiondepartment,及び

PIannigdepartInentの3つであ

る。

遥訟所の溝成が技術上の要素とし
この3つに形式上から別れていると

考えるよりは，技術逢行上必要な要
塞を実際の上から考えてこの様な分

△、、

担が通念となっていることを紹介す
るものと考えて読んで頂きたい。

て6．1)Enginneeringdepartment

は我々の考え方から見れば設計部と

云って殆ど相異がない，概括的な説

明によれば，如何なる船を作るかを
、

措示する任務を有する。
辛の第1の仕事は基太設計の図面

・を現場に適瞥したエ事用図面に書き

直すことである。之は同時に詳紙設
針をも意味する。

第2の仕事は,Scientificand
calcUlatiOnであって，工学上の理

議に基く諾種の検査，検討及諦計算
等である。

第3は材料関係であって，材料払

出要求凋料事糒による設計の改善，

材料め順調なZ準備等の諸作業であ
る。

而して設計が即ち，造船の基本で

Iあることは云うまでもないので，
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一米国戦時造船のプロフィルー

上に於ける地位を如何に定めるか磯．とがある。

重要な問題であるが，実例に徴する〔6．4〕最後に未だ米国に於ても全
に次の3種の場合を挙げることが出面的に普及して居らぬがIndustrial
来る｡Engineers．なる部門について述べ
ユ．独立のProductonControlる。

Departrnente3-てGeneralMa- 我国で能率技師と呼ぶ役自は,造
nagerに直厩せしめる場合，。船工事には仲々 科学的に応用するこ
この方式では企画部門は，殊に理との困難なものであって，機械工業

想的な見地に立って弧力に発言し得関係には相当に活躍した様であ･る
る。叉大局的な蒲眼も得易いので，が，造船部門の作業改善は今尚お一
新漠の着想,大規模なる転換，翌力大研究課題である様に考えられる。
なる推進等の利が大である〔之は米．この点は米国に於ても似た様な事
画工業界に於ける一つの特質であ情にあると見え，溌械工業には25年
ろ〕が一面現場と気脈を邇ずること前から行われていたI子も拘らず造船
が糖困難となる不利がある｡．．関係には鼓数年前から実行を見たも
2.EngineeringDepartmentのであると云う。、

征.附底談関と.してChiefEngineer、即ちIndsutrialengineerigとい
〔設計部長に近い，の直属たる場合うのが之であって，工場の作業方法
設計者との遜繋が緊密となり，凡及施設改善を促進するために最高幹

ての方面に於て技徳管理が統一出来部のSta厳として設けられる。
ろ利点があるが’欠点はなお前項の．その方針.を一言に云うならば全作
聯合に近い。、 業者に対してサービスする壌関であ
3.FroductionManager・に直って『仕事については,､何人でも來

戚する場合,ProdlictionManagerて相談して欲しい』という立場を取
圃工場即ち生産作業実施機関全部をるものであると云う。
掌握して,生産作業を実行ずる寅任工場の生態嗣査から出発して生産．
煮である，従て作業計画者とその実技術の改善に就いて職能別のadVice
行者とが一体化して責任を以て錘行工作法基準，工作順序の標準確立，，
tii乗る，即ち命令一途に出るの利が各工員の担当作業量の均分等を取扱
大であるが，一面に於て"sygoing5Managementsecti6fiと生産原
I:流ろ愚恐れがあり’現場に於ける価工数等の効率的な運営管理，エ場
膿ぃ習侭の改革等には障害となるこ配置の適否，職種別人員分布の適否

作業量測定，作業量配分評価，個人
別能力成績評価等を取扱うPerfora

mancestatiSticsectionとから成

るものであ･る。、
0，

Industrialengineerは大なる造

船所でも数名を置くに過ぎず，従っ

てその活動振りも一般的というより

も，この配置にある恐らくは相当優

秀なる技術者個人の手腕と性絡とに

よって夫々の特質に応じて長所を発

揮して眉ることであろうと思われ
る。

Ⅶ、結言

I

｝

雑のmassproductionは再びあ

ることかどうかは判らぬ，まして現

下伍我国に於てはこの様な必要が起

ることは思案の外である。

然し重工業たる造般に於てこの第

二次大戦の体験から，又その際に苦
心の結果案出せられ，或は実行せら

れた処から或は参考とし，或は採用
すべき処は洵に多い。

殊にその考え方，即ちこの戦時の

造般に於て錯舶を『生産する』とい

う作業を一賀して流れている技術思
想をかみこなして，今後の遥播に応

用して行くことは是非とも必要なこ

とであると考える。、

〔繊須変S.R.F・〕

p

。

込

船 舶電 氣装備
A.5.400頁定価450円〔〒35円〕

石川島造船電気課長三枝守英著

分割払申込金185円〔〒35円を含む〕第二回150円
〔配本後1月以内〕第三回150円〔配本後2月以内〕

／

船 舶罵眞集

１
１

定便150円〔逢料35円〕

内容A5版美麗装頓上質アート紙印刷140頁

掲敬写真及主要目合計約190隻

職後新造船在來船改造船職出船

職前慨秀船外國優秀船日本船腹一覧表

御申込ゑは小為替又は振替〔京京70“8〕にて暹料
共御送金下さい。

東京都港区麻布霞町,9船舶技術協書

”向／／、〆､"､申算へ〆、ｸーヂーー自己一■ゲヘニー〆岡"､〆七夕､､〆､〆令､ﾀーーﾊー一一毛戸も･〆､〆､＝~〆､〆､｡毎
ヶ

撫轤鰯墓戚ﾝ鵜『灘
の代表的論文を掲載することになりました｡読者講
兄の御期待を乞う次第です。
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第8回船舶工業関係帰朝講演会
ノ

最近のアメリカに齢ける油槽船の傾向

(その2）

西日本重工長崎造船所 岩 井次郎

先にサンズー･パータンカーについて述べましたが，こ

れをやや詳緬に説明しますと，2つの1ongl.bulkhead
によって両絃2個のタンクと1個のcentretankを有

、する所謂twin･bulkheadarrangementでありまして
riVetedseamの位置はupperdeckの各舷に1ケ所，

gunwaleangleの所,sheerstrakeのloweredge,

bilgestrakeのupperandlcWeredgeの所，則ち全

体としてユ0ケ所〔先に8～9ケ所と書きましたのは編

集者の誤りにつき訂正します一編藻部）のriveted
seamを設けています。叉材質の点でも,1/2吋以上の

plateに対してはSpecialsteelを使用しています。こ

れはA.B､S.のルールにも明瞭に規定してあります所

で，厚さユ/2吋以上の板には1ow-carbon(cは従来の

steelよりやや低い)highmanganese(gMnは従来の

2倍程度）と云うことになっています。これも凡て前述

の調査委員会の調査研究結果度結論の一つであります。
f

全溶接の構造物がrivetに比してriadであること

は明らかなことですが，こ"S結果steelのyieldingが

押えられて,brittleに割れると云う側麺があります。

これは低温脆性の原因ともなるわけです。これについて
／やや詳しく述べます。溝造用め鋼を普通の小さな試験片
・にして引張ると破断する前に充分延びて切れる。つま.り

shearbreakingをやる。或ばductileなbreakingを

やる。ところが沢山割れた米国の実船について見ると，
そう云ったことが起っていない。elongation,が起らず
非常にbrittleに切れている。そこでnotchをつけた
特殊な試験片邊引張って，吸收エネルギーを出すと云う

様な新しい方法によって沢山の研究が行われ,cleavage
fractureと云われるbreakingをやることがわかった。
米国の実譜の場合は蕊どこのcleavagefractureで割
れている次第です。これは鋼が大体強度のユ/2～1/3程度
で切れる現象で鋼の化学成分，温陵に関係し，或を温度
で，急激に吸收エネルギーの減少するところがあり，こ

＃れが所謂tra]:sitionte]nperatureであります。これを
出来るだけ低く持って行くことが錨材には望ましく，こ
の鵜前述のA.B.S.ruleのlowcarbon,higl'manga-

驚鰯室撫篭総し誤紫蹴
の板に対しcクラスを規定している所以です。ロイドル

ールにも同様の規定がありまして，鯉鋼のプロセスとし
てもfinegrainのものを作る様recommendしてい

ます。これらは凡てtransitiontemp.を低くするから
で す。／

結局これらは所謂killedsteelとかsemikilledsteel

とか称せられるもので，全溶接艦の亀裂，破断を無くす

る必須条件と云えます｡米国のスーパータンカーでは]/2

吋以上の板には全部この規定通りのspeCialSteelを使
用しており，徴物謡でも外板,ｳ握力甲板等の重要部分は
全部killedsteelで，第2義的の個所例えば支水隔壁
の如きものにのみ僅かにsemi-killedを使っている現伏
です。この様に鋼材の質及設計に充分の注意を払っても
涛接工作が下手では何にもなりません。この工作方の向
上の為,X一線，γ一線の授登が実施されてし喝ことは
前述しましたが，この他にtrepanning!と云って'plug
を抜取為方法等，色々 な方法で溶接の閲を向上させるこ

とが必要となります。米国の造船所でも，造譜所によっ
てこの3方法の中のユつが使われている様です。米国海
軍省の許可を得てブルックリンの海軍工廠を見学し，
Kahn氏Blend氏等の親切な案内を受けましたが，此
処ではX線は現場検査には向かない。γ-rayの方が勝っ

ていると云う見解で，γ線を使っていました。サン造諾
所も大体同様の見解で500ミリのradiunlを使っていま

したも日本の諸造鋸所も，色々 椴討して，最適の方法を
採用することが肝要と思います。吟

検査の偲所としましては，最もstressの大きくかか

る所，則ちdeck,bottom,SheerStrakeの辺りの溶

接部，それから最も藩接で注意を必要とするSeamと

buttのCrossする個所，は全部検査し，これの中間は

抜取的に1～2ケ所検蚕している様です。スーパータン

カーでは400個所位の撮影をします。一枚のフイルムの
鴻影の長さがZ0吋,全溶接長が60万畷ですから，これは
釜瀞接長の0.0C%を検査したことになります。T2タン
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カーでは120ケ所のtrepanningをやったそうです。貨

物招では一般にsevereさがtankerより少いですから

もっと検蚕ケ所も減ると思われます。

この放射後検査の効力を示す例として，戦事中この検

査方法のなかった時分の譜と，現在の鰕を比較しますと

解1k調査の結果,前者が後者の約4倍の重大な欠階を持
っていたと云ぢことです。これは監督者側としては所謂

qualitycontrolが出来ますし，溶接者側としては自分

のした溶接が内部から検査されると云うので，心理的に
〆

噌，最善を議す結果になるのが大きな原因と云えましよ

う。

従来鋲構造のタンカーでは,応力の集中するケ所の鋲
谷

が弛んでleakageが生ずる例が良く見られたものです。

この贋題は溶接構造ではなくなり‘ますが，その代り，も
し設計がまずく，応力が集中すると鋲の弛むかわりに板

そのものにcrackが生じるこ‘とになる。鋲の弛緩がい

わばcrackを止めていたのであります。このstressの

集中によるfatiguecrackを止める為には力をrigidな

溝造の一点で受ける様な設計にせず，広い範囲でじわっ
と受けて他に伝達する様な設計が良好であるわけです。
則ちhardspot(剛点）を避けて,softtoe(柔軟支
持点）にすることがcrackを防ぐ方法です。
T2タンカーではこのhardspot設計で大分失敗が

多かった様です。第1図（1）のA点はhardspotで．
corrugatedbulkheadのwebframeのtripping
bracketをbulkheadplateに固着した拙な方法で，
A点にcrackを生じた例です｡之は第1図(2)の様

／
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第2図
足

と外板との固蓑にしても第2図〔3〕のA点で外板に
crackを生じたが，之を(4)の様にwebframeの所
にdoublerを置き,bilgekeelのendをゆるやかに

snipして良結果を得ている。スーパータンカーのbilge

keelでもこの方法がとられている。

この様なhardspOtとsofttoeとの問題は，いわ

ば鋲構造のdoubleangleとsingleangleの事状にか

なり似たものがある様に思われる。

．次に話が前後しますが，縦肋骨式のoiltankerで従来

一番大きな問題であった識隔壁を通して縦肋骨がstrees

を有効に伝える方法として，溶接構造ではbracketless

systemで検隔壁の所に厚いwrapperplateを減に配

置すると至極要領よくまとめることが出来ます｡(第3図）

しかし大きなtankerでは，第4図の様な額隔壁を貫

通する厚いbracketを使用し,hardspotを防いで

long1．のendをscallopじて柔軟性をもだせていま
す。。
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第1，図

にpbracketをtaperしたT-Barでconnectし．
広い面積でbulkheadplateに受けるとCraC1rは生じ
ないわけです。

・これと同様にTg~tankerのbulkheabwisti丘ner

とbottomlongl.のconnectionで第2図(1)のA

点がやはりhardspotとなってcrackを生じている

（2）の様にbdttomtransv.とのconnectionの
.bracketをSCallOpしsofttoeにする。又bilgekeel

|I III川
i
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f第4図

次にCorrugatedbulkheadで問題になるのは，概縦

のbulkheadがcroSSする所の構造であります。則ち
縦隔壁は鋸のgirderの一部として有効に働き，船の縦

張度を蓮統的に伝えねばならないと同時に，局部に亀裂

を生じない様にせねばなりません。

第5図は縦隔壁の端を直角に切'り落し，之を職隔壁を

貫通するchannel型のflangeに溶接させてあります

之

可
第7図

んが,bow附近の構造は外板を含む30トン程度のblock

で建造しています。叉船尾のsternframeは3つの

caSting.から出来ていて，下部のcastingはkeelplate

r
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第 8図

に連結したbloCkにしでいます。これはcastingを,!、

さくして，巣の発生を避けているわけです。IngallsiZ

船所ではC4-S-DX貨物船のsternfraTneを4ヶの

casting,で作り，これを現場でweldしていた｡叉サン
遥鰡所では低温による応力除去[lowtemp.stress

relieving)を実施していました。之は350.～400｡F､に

溶接線の両側を瓦斯焔で加熱し，逐次水を噴射して，急
冷して行く方法で，これでresitiualstressを除去して

､､ます。之はunionmeltの発明者であるKennedy氏

が1943年に発案したものです。この方法の価値につい

ては米国でも議論がある様です｡＃ﾝ造総所のｽー バー
タンカーでも重要部特にSeamにはこの応力除去万を採

用してしくました。

かくして釜溶接長は60万眼で，この中現場溶接が24

万呪|,shopでやった長さが36.万沢であります。こめ39

万沢の中1/3がUnionmeltでやっていますから，全溶
接長の20％と云う広範囲にunionmeltを使っているこ

とになります。

第 5 図

が，縦彊度を伝えるのに不充分であり，第6図は狭い範

囲で縦彊度が集中的に伝えられる構造で腫々 Tatanker

でcrackを生じた失敗例であります。之に反して第7図

…7元

…”刃~壷

ノ
〃

、台／
第 6 図

’の如き，所謂shoverendのやり方は縦握度を無理なく．

｡伝えるとともにcleanihgも容易の例でありますが’

shovel.endの薄くなった所が鱗｡曲げに弱いと云う欠
点がありぎす6第8図の如く，この欠点を堅のstiifnet

.で稲彊すると立派な溌造になります。
尚，我国の造船所でも別に珍らしいことではありませ
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